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は
じ
め
に

一
六
世
紀
中
葉
か
ら
一
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
イ
エ
ズ
ス
会
が
日
本
で

行
っ
た
布
教
活
動
に
お
け
る
日
本
人
信
徒
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
説
教
を
担

当
し
た
日
本
人
会
員
、
非
会
員
な
が
ら
宣
教
師
の
布
教
を
全
般
的
に
補
助
し

た
「
同
宿
」、
同
じ
く
非
会
員
で
キ
リ
シ
タ
ン
の
日
常
的
司
牧
、
教
会
の
管

理
に
関
わ
っ
た
「
看
坊
」
等
を
中
心
に
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
五
野
井
隆

史
氏
が
禁
教
下
で
日
本
人
修
道
士
や
「
同
宿
」
が
布
教
に
重
大
な
役
割
を
果

た
し
た
こ
と
を
指
摘
し
「
看
坊
」
に
も
注
目
さ
れ
、
高
瀬
弘
一
郎
氏
が
、
全

教
会
の
相
当
部
分
が
「
看
坊
」
の
日
常
的
管
理
に
任
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ

る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た（
1
）。「
同
宿
」
に
つ
い
て
も
柳
田
利
夫
氏
が
取
り
上

げ
ら
れ
、
最
近
で
は
岡
美
穂
子
氏
が
「
同
宿
」、
日
本
人
イ
ル
マ
ン
（
修
道

士
）
の
「
仏
教
的
属
性
」
に
注
目
さ
れ
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
展
開
の
特
質
を
論

じ
て
お
ら
れ
る（
2
）。

こ
こ
で
は
主
に
イ
エ
ズ
ス
会
修
道
士
（irm

ão

）
と
な
っ
た
日
本
人
信
徒

を
取
り
上
げ
、
布
教
の
際
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
日
本
語
の
問
題
に

注
目
し
た
い
。
す
な
わ
ち
来
日
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
宣
教
師
た
ち
は
日
本
語

し
か
通
じ
な
い
日
本
人
を
相
手
に
、
ど
の
よ
う
に
布
教
を
行
っ
た
の
か
と
い

う
点
で
あ
る
。
日
本
語
で
の
布
教
は
必
須
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
日
本
語

の
習
得
な
い
し
通
訳
の
獲
得
等
日
本
語
力
の
問
題
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
に
と
も
な
っ
て
日
本
人
僧
侶
（
以
下
イ
エ
ズ
ス

会
文
献
に
み
え
るbonzo

の
翻
訳
習
慣
に
倣
い
彼
ら
を
「
仏
僧
」
と
記
す
）

と
論
争
を
行
っ
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
宣
教
師
は
如
何
に
し
て
論
争
を
な
し

得
た
の
だ
ろ
う
か
。
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
要
件
と
し
て
、

言
語
の
習
得
の
み
な
ら
ず
日
本
の
仏
教
文
化
へ
の
理
解
や
造
詣
が
不
可
欠
と

思
わ
れ
る
が
、
外
国
人
宣
教
師
た
ち
は
如
何
に
し
て
「
仏
僧
」
に
対
抗
す
べ

く
こ
れ
を
獲
得
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

既
に
幕
府
の
禁
教
令
以
後
の
布
教
に
つ
い
て
五
野
井
隆
史
氏
が
こ
の
問
題

に
言
及
し
て
お
ら
れ（
3
）、
ま
た
最
近
で
は
高
瀬
弘
一
郎
氏
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

宣
教
師
の
日
本
語
力
に
つ
い
て
言
及
さ
れ（
4
）、
ま
た
岡
美
穂
子
氏
が
こ
の
問

題
の
重
要
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る（
5
）。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
研
究
の
驥
尾
に

ふ
し
て
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。

結
論
を
先
取
り
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
イ
エ
ズ
ス
会
内

で
は
日
本
語
習
得
の
困
難
さ
を
指
摘
す
る
見
解
は
少
な
く
な
く
、
日
本
語
で

の
説
教
を
行
う
た
め
の
障
壁
は
小
さ
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば

説
教
に
関
し
て
日
本
人
修
道
士
の
存
在
の
大
き
か
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
よ

イ
エ
ズ
ス
会
日
本
布
教
に
お
け
る
日
本
人
修
道
士
の
役
割

＊

神
田

千
里
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う
。
特
に
「
仏
僧
」
と
の
論
争
に
必
要
な
仏
教
の
素
養
は
さ
ら
に
修
得
困
難

で
あ
る
こ
と
は
推
測
に
た
や
す
い
。
元
僧
侶
の
キ
リ
シ
タ
ン
を
始
め
こ
こ
で

も
日
本
人
の
重
要
な
役
割
が
予
想
さ
れ
る
。

一
方
説
教
に
必
須
の
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
基
礎
的
理
解
を
日
本
人
修
道

士
は
如
何
に
し
て
獲
得
し
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
人
が
ラ
テ
ン
語
で
教
理

を
学
ぶ
こ
と
の
困
難
は
た
や
す
く
予
想
さ
れ
る
。「
暗
誦
し
た
だ
け
の
公
教

要
理
し
か
知
ら
ず
、
そ
れ
で
鸚
鵡
の
よ
う
に
説
教
」
す
る
と
の
酷
評
も
知
ら

れ
る
。
こ
ち
ら
の
困
難
に
は
ど
の
よ
う
な
対
処
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
点
に
つ
い
て
本
稿
で
は
具
体
的
事
例
か
ら
辿
れ
る
限
り
で
明
ら
か

に
し
て
い
き
た
い
。
な
お
こ
う
し
た
点
に
注
目
す
る
の
は
、
言
語
・
文
化
の

障
壁
の
大
き
さ
が
所
期
の
目
的
達
成
を
困
難
に
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
た
め

で
は
な
く
、
そ
の
困
難
な
環
境
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
の
特

質
に
注
目
し
た
い
が
た
め
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
一
般

と
し
て
で
は
な
く
、
歴
史
名
辞
に
よ
り
「
キ
リ
シ
タ
ン
」
信
仰
と
呼
び
習
わ

さ
れ
て
き
た
信
仰
の
内
実
に
迫
る
た
め
で
あ
る
。

本
稿
で
検
討
す
る
時
代
は
主
と
し
て
、
前
述
の
五
野
井
氏
の
研
究
で
は
扱

わ
れ
て
い
な
い
一
五
八
七
年
の
豊
臣
秀
吉
の
伴
天
連
追
放
令
以
前
の
時
期
、

史
料
は
、
一
五
九
八
年
刊
行
の
エ
ヴ
ォ
ラ
版
カ
ル
タ
ス
（
以
下C

E
V

と
略

称
）、
同
時
期
の
幾
つ
か
の
宣
教
師
報
告
書
写
本
、
及
び
当
該
時
期
に
関
す

る
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
著
『
日
本
史
』（
原
文
は
Ｊ
・
ヴ
ィ
ッ
キ
編
纂
、
リ

ス
ボ
ン
国
立
図
書
館
刊
、
一
九
七
六
〜
一
九
八
四
年
（
以
下W

icki

と
略

称
）
を
使
用
）
に
み
ら
れ
る
当
該
期
の
記
述
を
中
心
と
し
た
い
。

Ⅰ

日
本
語
に
よ
る
布
教

（
1
）
日
本
人
修
道
士
を
養
成
せ
よ

一
五
七
〇
年
代
後
半
の
時
期
、
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
を
統
括
し
て
い
た
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
カ
ブ
ラ
ル
は
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
と
同
様
、
日
本
人
修
道

士
を
イ
エ
ズ
ス
会
に
迎
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
の
見
解
を
も
っ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

一
五
七
六
年
頃
と
推
定
さ
れ
る（
6
）フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ブ
ラ
ル
の
書
翰
で

は
、
異
教
徒
に
説
教
で
き
る
の
は
日
本
人
の
み
で
あ
り
、
日
本
人
の
説
教
者

養
成
の
た
め
の
修
練
院
（la

casa
de

probacion

）
は
「
単
に
非
常
に
必
要

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
な
く
し
て
は
日
本
で
デ
ウ
ス
の
御
法
は
広
ま
ら

な
い
」
と
そ
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
カ
ブ
ラ
ル
に
よ
れ
ば
日
本
語
は

日
本
人
す
ら
学
び
修
練
す
る
必
要
が
あ
る
ほ
ど
難
解
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
イ

エ
ズ
ス
会
の
司
祭
が
長
年
学
び
修
練
し
て
も
異
教
徒
に
説
教
で
き
る
に
は
至

ら
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。「
日
本
語
に
最
も
習
熟
し
た
司
祭
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ

ス
も
修
練
し
て
十
六
年
に
な
る
が
、
一
人
の
異
教
徒
に
も
敢
え
て
説
教
し
よ

う
と
せ
ず
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
対
し
て
さ
え
、
で
き
る
も
の
の
か
な
り
の
苦
悩

を
伴
う
（con

harto
m

ortificacion

）。
従
っ
て
日
本
に
い
る
司
祭
に
は
ミ
サ

を
立
て
キ
リ
シ
タ
ン
を
告
解
す
る
以
上
は
で
き
ず
」「
我
々
に
は
説
教
を
な

す
べ
き
土
地
出
身
者
を
導
き
、
舵
手
と
し
て
彼
ら
に
仕
え
る
し
か
で
き
な

い
」（Jap.Sin

8
II,f.13bv.

）
と
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
同
書
翰
で
は
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
に
日
本
人
を
受
け
入
れ
る
必
要
が

あ
り
、
も
し
そ
う
し
な
い
な
ら
「
こ
の
キ
リ
シ
タ
ン
宗
団
（esta

chrystian-

dad

）
は
こ
れ
以
上
増
加
す
る
ど
こ
ろ
か
維
持
す
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
と
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思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
上
述
の
ご
と
く
、
説
教
す
る
人
員
が
い
な
く
て

は
わ
れ
わ
れ
〔
イ
エ
ズ
ス
会
員
〕
に
出
来
る
こ
と
は
僅
か
し
か
な
く
、
こ
れ

ら
の
〔
説
教
す
る
〕
人
々
が
イ
エ
ズ
ス
会
員
た
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ

る
」（Jap.Sin

8II
f.13cv.

）
と
も
述
べ
る
。

こ
の
時
期
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ブ
ラ
ル
は
別
の
書
翰
で
も
同
様
の
見
解
を

述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
一
五
七
七
年
九
月
一
日
の
書
翰
で
は
、「
日
本
は

大
変
大
き
く
重
要
な
宗
団
（cousa

tão
grande

e
de

tanta
ym

portancia

）」

で
あ
る
の
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
イ
ン
ド
の
イ
エ
ズ
ス
会
で
は
こ
の
こ
と
が
十
分

認
識
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、「
猊
下
（
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
―
引
用
者
）
に
報

告
し
、
こ
の
地
域
の
情
報
を
伝
え
、
併
せ
て
こ
の
地
域
の
一
コ
レ
ジ
オ
に
定

収
入
（renda

）
を
与
え
る
こ
と
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
と
交
渉
す
る
た
め
に

〔
誰
か
が
〕
行
く
こ
と
を
非
常
に
望
ん
で
い
た
。〔
と
い
う
の
は
〕
そ
の
こ
と

に
よ
り
、
多
く
の
土
地
出
身
の
部
下
を
創
り
出
す
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ

り
、〔
そ
れ
に
よ
り
〕
多
く
の
成
果
を
生
む
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
〔
日
本
の
〕
言
語
が
大
変
難
し
い
た
め
に
、
土
地
の
博
学
な

人
々
の
間
で
自
由
に
説
教
で
き
る
ほ
ど
身
に
つ
け
る
こ
と
は
決
し
て
出
来
ず

（nunqua
se

pode
apprender

de
m

aneira
que

liurem
ente

se
possa

pregar

entre
as

pessoas
doutas

da
terra

）、
土
地
の
出
身
者
さ
え
上
手
に
説
教
出
来

る
よ
う
に
な
る
た
め
に
日
本
の
書
き
物
を
用
い
て
教
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
」（Jap.Sin

8I,f.136.)

と（
7
）。

こ
の
主
張
は
『
日
本
諸
事
要
録
』（Sum

ario
de

las
cosas

de
Japón

）
で

知
ら
れ
る
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
主
張
と
も
一
致
し
て
い
る
。
ヴ
ァ
リ

ニ
ャ
ー
ノ
も
ま
た
日
本
人
の
不
可
欠
な
役
割
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
イ
エ
ズ
ス
会
は
彼
ら
日
本
人
修
道
士
の
仲
介
が
な
け
れ
ば
（sino

fuere

por
m

edio
de

los
H

erm
anos

japones

）
日
本
に
し
っ
か
り
と
根
を
下
ろ
す

こ
と
も
な
い
し
、
収
入
を
も
、
存
続
の
た
め
の
適
当
な
方
法
を
も
得
る
こ
と

が
出
来
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
異
国
人
で
、
習
慣
や
諸
条
件
総
て
に
お

い
て
反
対
で
異
な
っ
て
い
る
人
々
に
彼
ら
〔
日
本
人
〕
は
多
く
の
愛
情
を
持

つ
に
は
至
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
彼
ら
自
身
の
息
子
や
兄
弟
が
イ
エ

ズ
ス
会
に
入
る
と
、
彼
ら
は
同
国
人
と
の
や
り
取
り
の
仕
方
を
我
等
よ
り
も

ず
っ
と
よ
く
知
っ
て
お
り
、
…
…
疑
い
な
く
「
仏
僧
」
ら
が
し
た
の
と
同
じ

こ
と
…
…
〔
即
ち
〕
ふ
さ
わ
し
い
権
威
と
信
頼
を
勝
ち
得
」
る
で
あ
ろ
う

（A
lvarez-T

aladriz,J.L
(ed.)

Sum
ario

de
las

cosas
de

Japon,
Sophia

U
ni-

versity,1954,pp.183-184.

松
田
毅
一
他
訳
『
日
本
巡
察
記
』、
平
凡
社
、

一
九
七
三
年
、
八
六
頁
）
と
。

両
者
と
も
に
日
本
語
力
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
日
本
の
習
慣
・
文
化
へ
の

理
解
に
つ
い
て
も
日
本
人
に
依
存
す
る
他
な
い
と
み
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

日
本
イ
エ
ズ
ス
会
の
統
括
者
も
巡
察
師
も
こ
の
点
で
見
解
を
同
じ
く
し
て
い

た
こ
と
は
、
こ
れ
が
イ
エ
ズ
ス
会
全
体
で
も
か
な
り
有
力
な
見
解
で
あ
っ
た

と
予
想
さ
れ
る
。
従
来
の
研
究
で
は
日
本
人
キ
リ
シ
タ
ン
の
評
価
に
つ
い
て

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
と
は
見
解
を
異
に
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
カ
ブ
ラ
ル
で
あ

る
が
、
こ
の
時
点
で
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
カ
ブ
ラ
ル
の
見
解
は
右
の
通
り

で
あ
り
、
こ
れ
が
一
六
世
紀
後
半
の
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
内
部
に
お
け
る
有
力

な
見
解
で
あ
っ
た
と
み
て
差
し
支
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
こ
の
見
解
が
ど
の
よ
う
な
現
実
を
ふ
ま
え
た
も
の
か
を
検
証
す
る

た
め
に
、
先
の
カ
ブ
ラ
ル
書
翰
で
日
本
語
の
難
し
さ
の
一
例
と
し
て
引
き
合

い
に
出
さ
れ
た
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
に
注
目
し
た
い
。
フ
ロ
イ
ス
自
身
の
自

ら
の
日
本
語
力
に
関
す
る
評
価
を
示
す
、
著
書
『
日
本
史
』
に
記
さ
れ
た
記
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事
を
み
て
み
よ
う
。
そ
こ
で
フ
ロ
イ
ス
は
自
分
を
「（
日
本
）
語
を
適
切
に

話
せ
る
そ
の
司
祭o

padre,
que

sabia
arrezoadam

ente
fallar

a
lingua

」

（『
日
本
史
』
第
二
部
第
三
章
、W

icki,
III,

p.23.

）
と
す
る（
8
）。
カ
ブ
ラ
ル

も
「
日
本
語
に
最
も
習
熟
し
た
司
祭
」
と
評
す
る
よ
う
に
全
く
話
せ
な
い
ど

こ
ろ
か
、
こ
の
時
期
大
友
宗
麟
と
話
し
を
し
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
高

瀬
弘
一
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
江
戸
幕
府
の
禁
教
令
以
前
の
時
期
に
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
司
祭
の
八
割
程
度
が
一
年
程
度
の
訓
練
で
信
者
の
告
解
を
聴
く
こ

と
が
で
き
た（
9
）。「
十
六
年
」
の
修
練
で
話
せ
な
い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
一
人
の
異
教
徒
に
も
敢
え
て
説
教
し
よ
う
と
せ

ず
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
対
し
て
さ
え
、
で
き
る
も
の
の
か
な
り
の
苦
悩
を
伴

う
」
と
い
う
点
で
あ
る
。
外
国
人
を
説
得
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
日
本
人
僧

侶
と
の
論
争
を
も
覚
悟
し
た
説
教
の
能
力
と
、
単
な
る
日
本
人
と
の
会
話
能

力
、
ま
た
は
深
刻
な
論
点
で
の
や
り
と
り
で
も
、
帰
依
し
て
い
る
こ
と
が
前

提
の
、
信
徒
の
告
白
を
聴
く
能
力
と
で
は
次
元
の
違
う
も
の
が
要
求
さ
れ
る

こ
と
は
想
像
に
た
や
す
い
。
同
信
者
間
の
交
流
の
次
元
と
、
文
化
の
差
異
を

射
程
に
入
れ
た
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
れ
も
全
人
格
に
関
わ
る

布
教
と
は
自
ず
か
ら
別
の
事
柄
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
時
期
に
現
地
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
要
請
を
受
け
、
カ
ブ
ラ
ル
の
命
令
で

フ
ロ
イ
ス
は
日
本
人
修
道
士
ロ
ケ
を
と
も
な
っ
て
肥
前
へ
説
教
に
赴
い
た
。

そ
の
際
「
修
道
士
ロ
ケ
と
私
は
説
教
を
分
担
し
」
て
フ
ロ
イ
ス
が
「
日
に
二

度
、
告
白
の
秘
蹟
と
キ
リ
ス
ト
の
教
え
に
つ
い
て
キ
リ
シ
タ
ン
ら
に
説
教
」

し
、
対
し
て
ロ
ケ
「
修
道
士
は
異
教
徒
に
対
し
て
二
度
説
教
」
す
る
、
と
そ

れ
ぞ
れ
役
割
を
分
担
し
て
い
る
（
一
五
七
八
年
九
月
三
〇
日
ル
イ
ス
・
フ
ロ

イ
ス
臼
杵
発
書
翰
、Jap.Sin.45II

f.3v.,
C

E
V

I
f.405v.

松
田
毅
一
監
訳

『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』
第
Ⅲ
期
五
巻
、
同
朋
舎
―
―

以
下
『
報
告
集
』
Ⅲ
五
の
如
く
略
記
―
―
、
四
二
頁
）。
論
争
を
覚
悟
す
べ

き
「
異
教
徒
」
へ
の
説
教
は
日
本
人
ロ
ケ
が
担
当
し
て
お
り
、
フ
ロ
イ
ス
が

「
一
人
の
異
教
徒
に
も
敢
え
て
説
教
し
よ
う
と
せ
ず
」
と
の
カ
ブ
ラ
ル
の
証

言
を
裏
づ
け
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
著
『
日
本
史
』
に
は
同
じ
時
期
に
臼
杵
で
は
「
ル
イ

ス
・
フ
ロ
イ
ス
師
以
外
に
は
〔
司
祭
は
〕
誰
も
お
ら
ず
、
ま
た
ダ
ミ
ア
ン
修

道
士
の
ほ
か
に
説
教
す
る
者
と
て
は
い
な
か
っ
た
」（『
日
本
史
』
第
二
部
第

六
章
、W

icki,III,p.50.

松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
書
第
七
、
一
八
七
頁
）

と
記
し
て
お
り
、
こ
れ
も
フ
ロ
イ
ス
が
、
異
教
徒
に
公
然
と
説
教
で
き
て
い

な
い
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

一
五
八
一
年
に
日
本
人
修
道
士
コ
ス
メ
と
共
に
布
教
に
派
遣
さ
れ
た
折
も

コ
ス
メ
が
説
教
を
担
当
し
た
。
コ
ス
メ
は
日
中
に
「
す
で
に
三
、
四
度
説
教

を
行
い
、
夜
に
ま
た
説
教
す
る
」
と
い
う
日
程
を
強
い
ら
れ
た
（
一
五
八
一

年
五
月
一
九
日
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
北
庄
発
書
翰
、C

E
V

II
f.12v.

『
報
告

集
』
Ⅲ
五
、
三
一
八
頁
）。
過
酷
と
い
う
べ
き
労
働
環
境
で
コ
ス
メ
が
疲
労

し
た
の
で
「
高
（
山
）
飛
（
騨
守
）
の
熱
心
な
勧
め
に
従
っ
て
、
私
が
カ
テ

キ
ズ
モ
の
説
教
を
手
帳
か
ら
読
ん
で
聞
か
せ
る
こ
と
に
し
、
そ
の
後
、
こ
れ

に
つ
い
て
少
し
説
教
を
行
な
い
、
人
々
の
出
し
た
疑
問
に
答
え
た
」（
一
五

八
一
年
五
月
二
〇
日
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
北
庄
発
書
翰
、C

E
V

II
f.13v.

『
報
告
集
』
Ⅲ
五
、
三
二
四
頁
）
と
い
う
。
こ
の
時
点
で
は
当
然
説
教
が
で

き
た
は
ず
だ
が
、
基
本
的
に
説
教
は
コ
ス
メ
の
仕
事
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。

一
五
八
六
年
、
日
本
副
管
区
長
ガ
ス
パ
ル
・
コ
エ
リ
ョ
が
豊
臣
秀
吉
に
謁
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見
し
た
際
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
が
通
訳
を
務
め
て
お
り
（
一
五
八
六
年
一
〇

月
一
七
日
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
下
関
発
書
翰
、C

E
V

II
ff.176-176v.

『
報

告
集
』
Ⅲ
七
、
一
二
七
頁
）、
公
的
な
場
で
日
本
語
を
用
い
て
い
た
。
し
か

し
長
年
熱
心
に
日
本
布
教
に
携
わ
っ
て
い
た
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
中
で
も
「
日

本
語
に
関
し
て
最
も
習
熟
し
」
た
と
評
さ
れ
る
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
に
し
て

「
異
教
徒
」
に
説
教
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

し
て
「
仏
僧
」
と
の
論
争
は
さ
ら
に
困
難
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
2
）
日
本
人
修
道
士
ロ
ウ
レ
ン
ソ
と
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
ト
ル
レ
ス

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
一
五
七
八
年
に
、
日
本
に
は
大
身
の
権
力
者
に
説

教
で
き
る
も
の
は
ロ
ウ
レ
ン
ソ
と
ジ
ョ
ア
ン
以
外
に
は
い
な
い
と
述
べ
て
い

る
（
一
五
七
八
年
一
〇
月
一
六
日
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
臼
杵
発
書
翰
、C

E
V

I
ff.417-417v.

『
報
告
集
』
Ⅲ
五
、
八
五
頁
）。
ロ
ウ
レ
ン
ソ
、
ジ
ョ
ア
ン

・
デ
・
ト
ル
レ
ス
共
に
日
本
人
修
道
士
で
あ
る
。
当
時
京
都
・
畿
内
を
本
拠

に
勢
力
を
伸
長
し
つ
つ
あ
っ
た
織
田
信
長
の
、
三
人
の
息
子
た
ち
は
い
ず
れ

も
イ
エ
ズ
ス
会
に
好
意
的
で
自
領
に
説
教
師
を
派
遣
す
る
よ
う
要
請
し
て
お

り
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
な
る
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う

な
大
身
に
説
教
で
き
る
者
は
日
本
に
は
ロ
ウ
レ
ン
ソ
と
ジ
ョ
ア
ン
以
外
に
な

く
、
ロ
ウ
レ
ン
ソ
は
都
に
常
駐
し
、
ジ
ョ
ア
ン
は
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
上
長
の

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ブ
ラ
ル
に
常
に
同
伴
し
て
お
り
、
共
に
派
遣
で
き
な
い

と
い
う
の
で
あ
る
（
同
上
、ibid.,

同
上
）。
以
下
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
の
中
で

抜
き
ん
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
思
わ
れ
る
二
人
の
活
動
を
中
心
に

日
本
人
修
道
士
の
活
動
を
概
観
し
た
い
。

＊

ロ
ウ
レ
ン
ソ
は
肥
前
国
出
身
の
琵
琶
法
師
で
、
一
五
五
一
年
山
口
で
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
か
ら
受
洗
し
同
宿
と
な
り
、
説
教
師
と
し
て
活
躍
し

た
。
一
五
六
三
年
コ
ス
メ
・
デ
・
ト
ル
レ
ス
か
ら
イ
エ
ズ
ス
会
入
会
を
許
さ

れ
、
改
宗
事
業
に
寄
与
し
一
五
九
二
年
に
長
崎
で
死
亡
し
た（
10
）。

ロ
ウ
レ
ン
ソ
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
。
先
ず
宣
教
師
ら
の
日
本
語
学
習

の
教
師
を
務
め
た
。
毎
日
夕
食
の
際
に
日
本
語
習
熟
を
目
的
に
行
わ
れ
る
日

本
語
の
説
教
を
ジ
ョ
ア
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
や
ロ
ド
リ
ゴ
（
ル
イ
・
ペ
レ

イ
ラ
）
ら
と
共
に
行
っ
て
い
た
（
一
五
五
九
年
一
一
月
一
日
バ
ル
タ
ザ
ー

ル
・
ガ
ー
ゴ
豊
後
発
書
翰
、『
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
書
翰
集
』
訳
文
編
三
、
二

五
八
頁
、
原
文
編
三
、
一
七
九
頁
―
―
以
下
『
書
翰
集
』
訳
三
、
二
五
八

頁
、
原3

・p.179.

の
如
く
略
記
―
―
）。

第
二
に
説
教
を
行
っ
た
。
一
五
六
五
年
、
大
村
純
忠
の
依
頼
に
よ
り
修
道

士
ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
に
同
伴
し
「
日
本
の
宗
旨
に
精
通
し
、
デ
ウ

ス
の
こ
と
も
相
当
知
っ
て
い
る
」「
日
本
人
修
道
士
」（11
）と
し
て
説
教
に
出
向

き
、
ア
ル
メ
イ
ダ
か
ら
の
指
示
、
さ
ら
に
は
純
忠
か
ら
の
指
示
を
も
受
け
て

大
村
家
家
臣
の
前
で
説
教
を
行
っ
た
（
一
五
六
五
年
一
〇
月
二
五
日
ル
イ

ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
福
田
発
書
翰
、C

E
V

I
ff.169v.-170.『

報
告
集
』
Ⅲ

二
、
二
九
三
〜
二
九
四
頁
）。

家
臣
へ
の
説
教
が
ロ
ウ
レ
ン
ソ
に
依
頼
さ
れ
た
他
の
例
は
、
丹
波
国
々
衆

で
キ
リ
シ
タ
ン
の
ジ
ョ
ア
ン
内
藤
が
、
家
臣
の
改
宗
と
既
に
改
宗
し
た
家
臣

の
堅
信
の
た
め
に
説
教
を
希
望
し
た
も
の
で
（
一
五
七
三
年
四
月
二
〇
日
ル

イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
都
発
書
翰
、C

E
V

I
f.341v.『

報
告
集
』
Ⅲ
四
、
一
九
七

〜
一
九
八
頁
）、
ロ
ウ
レ
ン
ソ
は
河
内
か
ら
上
洛
す
る
と
ジ
ョ
ア
ン
内
藤
の

使
者
と
共
に
丹
波
へ
旅
立
っ
て
い
る
（
一
五
七
三
年
五
月
二
七
日
ル
イ
ス
・
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フ
ロ
イ
ス
都
発
書
翰C

E
V

I
f.349v.『

報
告
集
』
Ⅲ
四
、
二
二
二
頁
）。

し
か
し
ロ
ウ
レ
ン
ソ
の
著
名
な
仕
事
は
何
と
い
っ
て
も
イ
エ
ズ
ス
会
と
織

田
信
長
と
の
交
渉
に
際
し
て
の
も
の
だ
ろ
う
。
一
五
六
九
年
に
な
さ
れ
た
織

田
信
長
と
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
と
の
最
初
の
会
見
に
は
ロ
ウ
レ
ン
ソ
が
同
席

し
、
し
ば
し
ば
や
り
と
り
を
仲
介
し
て
い
る
。「
何
故
、〔
デ
ウ
ス
の
教
え

は
〕
都
で
フ
ァ
ン
ジ
ョ
（Fanjo.

繁
盛
？
）
し
な
い
の
か
」
と
の
信
長
の

問
い
に
ロ
ウ
レ
ン
ソ
が
「
穀
物
が
生
じ
た
時
、
棘
が
余
り
に
多
く
、
た
ち
ま

ち
そ
の
生
育
を
妨
げ
た
の
だ
」
と
、「
仏
僧
」
ら
が
高
貴
な
人
の
キ
リ
シ
タ

ン
入
信
を
嫌
っ
て
宣
教
を
妨
害
し
て
い
る
こ
と
を
暗
に
ほ
の
め
か
し
て
い

る
。
信
長
が
こ
れ
に
応
え
て
「
仏
僧
ら
の
恥
ず
べ
き
生
活
と
い
と
も
悪
し
き

習
慣
に
つ
い
て
詳
し
く
説
き
、
仏
僧
ら
は
金
銭
を
奪
い
肉
体
を
歓
ば
せ
る
こ

と
よ
り
外
に
求
め
て
い
な
い
」
と
述
べ
た
の
に
対
し（
12
）、
フ
ロ
イ
ス
は
「
ロ

ウ
レ
ン
ソ
を
介
し
て
」
イ
エ
ズ
ス
会
の
求
め
る
も
の
は
俗
世
の
富
や
名
声
で

は
な
く
宣
教
の
み
と
言
明
し
、「
殿
下
の
恩
恵
に
よ
り
」
日
本
の
仏
教
宗
派

と
の
宗
論
を
行
う
よ
う
懇
願
し
て
い
る
（
一
五
六
九
年
六
月
一
日
ル
イ
ス
・

フ
ロ
イ
ス
都
発
書
翰
、C

E
V

I
f.260v.

『
報
告
集
』
Ⅲ
三
、
二
九
九
〜
三
〇

〇
頁
）。

そ
し
て
こ
の
年
に
織
田
信
長
の
面
前
で
行
わ
れ
た
「
仏
僧
」
朝
山
日
乗
と

フ
ロ
イ
ス
と
の
著
名
な
論
争
は
、
実
質
的
に
ロ
ウ
レ
ン
ソ
が
主
役
で
あ
っ

た
。
ロ
ウ
レ
ン
ソ
が
自
ら
日
乗
に
応
答
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
上
「
ロ

ウ
レ
ン
ソ
は
病
気
に
か
か
っ
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
の
長
い
話
に
疲
れ
て
い
た

の
で
」
今
度
は
フ
ロ
イ
ス
が
日
乗
に
対
し
て
応
答
し
た
と
あ
り
、「
病
気
」

に
も
か
か
わ
ら
ず
「
そ
れ
ま
で
の
長
い
話
」
を
し
て
い
た
ロ
ウ
レ
ン
ソ
こ
そ

が
こ
の
論
争
の
主
役
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
（
一
五
六
九
年
六
月
一
日
ル
イ

ス
・
フ
ロ
イ
ス
都
発
書
翰
、C

E
V

I
ff.263v.-264.

『
報
告
集
』
Ⅲ
三
、
三

〇
八
〜
三
一
〇
頁
）。
さ
ら
に
激
昂
し
た
日
乗
は
フ
ロ
イ
ス
等
が
存
在
を
主

張
す
る
霊
魂
を
見
せ
る
こ
と
を
要
求
し
、「
私
は
存
在
す
べ
き
知
的
物
質
を

見
せ
て
も
ら
う
た
め
汝
の
こ
の
弟
子
（
私
の
傍
ら
に
い
た
ロ
レ
ン
ソ
で
あ

る
）
の
首
を
斬
る
こ
と
に
す
る
」
と
言
い
、
長
刀
を
振
り
か
ざ
し
た
と
い
う

（
同
上
、C

E
V

I
f.264v.

同
上
三
一
〇
頁
）。
日
乗
の
怒
り
の
対
象
は
フ
ロ

イ
ス
よ
り
も
ロ
ウ
レ
ン
ソ
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
著
『
日
本
史
』
は
、
も
っ
と
は
っ
き
り
と
「
こ
れ
ま

で
の
と
こ
ろ
は
、
ロ
ウ
レ
ン
ソ
修
道
士
が
ほ
ぼ
総
て
を
自
分
自
身
で
答
え
た

の
で
あ
り
、
幾
つ
か
の
点
の
み
司
祭
が
言
う
べ
き
こ
と
を
指
示
し
た
の
で
あ

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
日
本
人
で
あ
り
、
殆
ど
盲
目
で
、
無
知

で
、
教
養
も
な
く
、
読
み
書
き
も
出
来
な
い
」
ロ
ウ
レ
ン
ソ
が
「
如
何
に
し

て
非
常
な
明
快
さ
と
的
確
さ
を
も
っ
て
学
者
の
扱
う
べ
き
問
題
に
答
え
ら
れ

た
の
か
」
と
い
う
疑
問
に
対
し
「
当
時
ほ
ぼ
二
十
年
近
く
修
道
士
で
あ
り
、

ま
た
鋭
い
才
知
と
天
性
の
明
晰
な
知
性
の
人
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
長
年
説

教
に
訓
練
を
重
ね
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
学
識
あ
る
司
祭
た
ち
と
の
討
論
を
通
じ

て
ほ
ぼ
常
に
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
何
度
も
聞
き
親
し
み
、〔
件
の
司
祭

ら
か
ら
〕
当
意
即
妙
の
回
答
を
す
べ
く
教
育
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
わ

ざ
わ
ざ
詳
細
な
説
明
を
加
え
て
い
る
（『
日
本
史
』
第
一
部
第
八
七
章
、

W
icki,II,pp.287-288.

松
田
・
川
崎
訳
書
第
四
、
一
七
九
〜
一
八
〇
頁
）。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
ロ
ウ
レ
ン
ソ
こ
そ
が
日
乗
と
の
論
争
に
立
っ
た
主
役
で

あ
っ
た
こ
と
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

こ
の
他
ロ
ウ
レ
ン
ソ
は
し
ば
し
ば
イ
エ
ズ
ス
会
の
司
祭
ら
に
同
伴
し
て
織

田
信
長
の
許
に
参
上
し
、
信
長
と
論
争
し
て
信
長
が
負
け
を
認
め
、「
予
の
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負
け
で
あ
る
故
、
予
を
助
け
よ
」
と
言
っ
て
彼
に
説
教
す
る
よ
う
命
じ
た
こ

と
が
あ
る
（
一
五
七
九
年
一
〇
月
二
二
日
ジ
ョ
ア
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
都
発

書
翰
、C

E
V

I
f.453v.

『
報
告
集
』
Ⅲ
五
、
一
九
四
〜
一
九
五
頁
）。
ま
た

オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
と
織
田
信
長
と
の
問
答
で
も
仲
介
を
行
い
、
信
長
が
こ

れ
ほ
ど
困
難
な
旅
を
し
て
日
本
に
来
た
の
は
「
汝
ら
が
何
か
を
求
め
る
盗
賊

で
あ
る
た
め
か
、
或
い
は
汝
ら
の
説
く
こ
と
が
重
要
な
る
た
め
か
」
と
尋
ね

た
の
に
対
し
て
、
ロ
ウ
レ
ン
ソ
は
「
司
祭
ら
が
盗
賊
で
あ
る
の
は
真
実
で
、

彼
ら
は
た
だ
日
本
人
の
霊
魂
と
心
を
盗
む
た
め
に
や
っ
て
き
た
の
で
あ
り
、

悪
魔
の
手
か
ら
こ
れ
ら
を
奪
っ
て
創
造
主
の
手
に
委
ね
る
た
め
で
あ
る
」
と

返
し
た
（
一
五
八
〇
年
一
〇
月
二
〇
日
ロ
レ
ン
ソ
・
メ
シ
ア
一
五
八
〇
年
度

日
本
年
報
、C

E
V

I
ff.475v.-476.

『
報
告
集
』
Ⅲ
五
、
二
六
〇
頁
）（13
）。
こ

こ
で
も
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
と
信
長
と
の
交
渉
で
、
ロ
ウ
レ
ン
ソ
が
信
長
の

寵
愛
を
得
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
窺
え
る
。

さ
ら
に
ロ
ウ
レ
ン
ソ
は
キ
リ
シ
タ
ン
か
ら
も
信
仰
の
指
導
者
と
し
て
篤
い

帰
依
を
受
け
て
い
た
。
死
に
瀕
し
て
い
た
都
の
キ
リ
シ
タ
ン
女
性
は
、
既
に

聖
体
を
受
け
ら
れ
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
の
で
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
が
聖
遺

物
の
入
っ
た
箱
を
枕
辺
に
持
参
し
た
。
そ
れ
を
見
た
女
性
は
拝
む
べ
く
座
ろ

う
と
し
た
が
、
既
に
十
字
を
切
る
事
も
叶
わ
ず
使
徒
信
経
と
総
告
白
の
一
部

を
唱
え
た
。
近
く
に
い
た
父
母
に
箱
を
持
参
し
た
司
祭
（
フ
ロ
イ
ス
）
を
覚

え
て
い
る
か
と
尋
ね
ら
れ
る
と
「
イ
ル
マ
ン
・
ロ
ウ
レ
ン
ソ
よ
、
我
ら
の
主

な
る
デ
ウ
ス
が
貴
殿
の
か
く
も
深
き
慈
愛
に
報
い
給
わ
ん
こ
と
を
」
と
答
え

た
と
い
う
（
一
五
七
一
年
五
月
二
五
日
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
都
発
書
翰
、

C
E

V
I

f.308.

『
報
告
集
』
Ⅲ
四
、
七
一
頁
）。
い
ま
わ
の
際
に
彼
女
の
心
の

中
に
い
た
信
仰
の
師
は
日
本
語
で
教
え
を
説
い
た
ロ
ウ
レ
ン
ソ
で
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

＊

ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
ト
ル
レ
ス
は
周
防
国
出
身
の
武
士
で
キ
リ
シ
タ
ン
の
ア

ン
ド
レ
ス
の
子
で
コ
ス
メ
・
デ
・
ト
ル
レ
ス
に
よ
り
生
後
八
日
で
受
洗
、
八

歳
の
時
豊
後
で
再
会
し
、
同
宿
と
な
り
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ブ
ラ
ル
が
上

京
し
て
足
利
義
昭
、
織
田
信
長
に
謁
見
し
た
折
に
は
通
訳
兼
同
行
者
と
し
て

同
伴
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
14
）。

ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
ト
ル
レ
ス
の
活
動
と
し
て
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
豊

後
国
で
大
友
宗
麟
・
同
室
（
隠
居
後
に
奈
多
鑑
基
女
で
イ
ザ
ベ
ル
の
渾
名
を

も
つ
前
妻
を
離
縁
し
て
新
た
に
婚
姻
関
係
と
な
っ
た
ジ
ュ
リ
ア
）
ら
の
受
洗

の
際
に
説
教
を
専
ら
担
当
し
た
こ
と
で
あ
る
。
宗
麟
の
受
洗
に
先
立
つ
新
妻

の
受
洗
の
際
、
説
教
師
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
の
は
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
ト
ル
レ

ス
で
あ
っ
た
（
一
五
七
八
年
一
〇
月
一
六
日
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
臼
杵
発
書

翰
、C

E
V

I
f.419.

『
報
告
集
』
Ⅲ
五
、
八
九
頁
）。
新
妻
の
洗
礼
後
、
今
度

は
宗
麟
の
受
洗
に
向
け
て
の
説
教
に
、
そ
の
求
め
に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
た
の

も
ジ
ョ
ア
ン
で
あ
り
（
同
、ibid.

同
九
一
頁
）、「
日
曜
日
の
説
教
が
終
わ

る
と
、
彼
（
宗
麟
―
引
用
者
）
は
多
く
の
時
間
、
修
道
士
に
祈
禱
文
中
の
我

ら
の
言
葉
の
正
し
い
発
音
と
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
」
尋
ね
た
の
も
ジ
ョ
ア

ン
に
対
し
て
で
あ
っ
た
（
同
、ibid.f.420

v.

同
九
二
頁
）。
さ
ら
に
「
日
曜

日
の
一
般
の
説
教
の
後
」「
通
常
誰
も
入
ら
な
い
部
屋
」
で
宗
麟
の
内
心
を

聴
い
た
」
の
も
彼
で
あ
る
（
同
、ibid.

同
九
二
〜
九
三
頁
）。

こ
の
間
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
も
宗
麟
の
質
問
に
答
え
て
い
る
が
（
同
、

ibid.f.421v.
同
九
五
頁
）、
洗
礼
に
向
け
て
の
説
教
は
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
ト

ル
レ
ス
の
も
の
が
正
規
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
受
洗
後
の
日
向
遠
征
に
も
フ
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ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ブ
ラ
ル
、
ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
と
共
に
従
っ
て
い

る
（
同
、ibid.f.423v.

同
一
〇
〇
頁
）。
宗
麟
と
そ
の
家
族
に
と
っ
て
ジ
ョ

ア
ン
・
デ
・
ト
ル
レ
ス
は
重
要
な
説
教
者
で
あ
っ
た
。

一
方
キ
リ
シ
タ
ン
を
敵
視
す
る
人
々
に
と
っ
て
も
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
ト
ル

レ
ス
は
宣
教
師
以
上
に
脅
威
と
な
る
存
在
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
イ
エ
ズ
ス

会
か
ら
「
イ
ザ
ベ
ル
」
の
渾
名
で
呼
ば
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
嫌
い
の
宗
麟
前
室

の
兄
弟
で
あ
る
大
友
家
重
臣
田
原
親
賢
は
、
意
に
反
し
て
養
子
親
虎
が
キ
リ

シ
タ
ン
に
入
信
し
た
こ
と
は
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
ト
ル
レ
ス
の
責
任
と
断
定
し

た
。「
今
回
の
悪
事
は
日
本
語
を
流
暢
に
喋
れ
な
い
司
祭
た
ち
よ
り
も
、〔
主

に
〕
日
本
人
で
あ
り
〔
親
虎
に
〕
手
紙
を
書
い
て
彼
を
毒
し
た
彼
〔
の
修
道

士
〕
の
方
か
ら
生
じ
た
」
と
言
っ
て
そ
の
殺
害
を
腹
心
の
武
士
ら
に
命
じ
た

と
い
う
（
一
五
七
七
年
六
月
六
日
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
臼
杵
発
書
翰
、Jap.

Sin.8
I,

f.116,
C

E
V

I
f.380.

『
報
告
集
』
Ⅲ
四
、
三
四
四
頁
）。
因
み
に

「
イ
ザ
ベ
ル
」
も
ま
た
「
親
虎
が
こ
の
〔
デ
ウ
ス
の
〕
宗
旨
を
す
で
に
断
念

し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
の
邪
悪
な
ジ
ョ
ア
ン（
15
）が
密
か
に
書
簡
に

よ
り
彼
を
引
き
戻
し
た
故
、
ジ
ョ
ア
ン
が
諸
悪
の
根
源
（a

ocasião
destas

m
ales

）
で
あ
る
」（
同
、Jap.Sin.8I,f.116v.,C

E
V

I
f.382.

『
報
告
集
』
Ⅲ

四
、
三
四
九
頁
）
と
述
べ
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る
「
異
教
徒
」
か
ら
見
て
脅
威

で
あ
っ
た
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
宣
教
師
以
上
に
日
本
人
修
道
士
の
方
で

あ
っ
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
が
ま
ず
は
日
本
人
同
士
の
間
に
軋
轢
を
も
た
ら

し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
事
例
と
い
え
よ
う
。

以
上
ロ
ウ
レ
ン
ソ
、
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
ト
ル
レ
ス
双
方
に
共
通
す
る
の
は

織
田
家
、
大
友
家
等
大
名
家
と
イ
エ
ズ
ス
会
と
の
仲
介
者
と
し
て
、
い
わ
ば

外
交
的
役
割
を
果
し
て
い
た
こ
と
（
こ
の
場
合
日
本
語
力
は
不
可
欠
で
あ

る
）、
お
よ
び
イ
エ
ズ
ス
会
外
の
日
本
人
か
ら
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
宣
教
師

以
上
に
布
教
活
動
の
主
役
で
あ
る
か
に
見
え
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
後
述
す

る
よ
う
に
日
本
人
の
中
に
は
ロ
ウ
レ
ン
ソ
が
、
見
捨
て
ら
れ
た
「
伴
天
連
」

を
見
つ
け
「
彼
と
共
に
金
を
稼
ご
う
と
し
て
、
各
地
を
連
れ
廻
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」
と
の
疑
い
を
も
つ
人
々
も
い
た
と
い
う
（『
日
本
史
』
第
一

部
第
三
八
章
、W

icki,
I,

p.258.

松
田
・
川
崎
訳
書
第
三
、
一
七
八
頁
、
Ⅱ

（
1
）
参
照
）。
イ
エ
ズ
ス
会
外
部
の
日
本
人
か
ら
見
て
、
布
教
活
動
の
主
役

と
見
ら
れ
る
ほ
ど
こ
の
二
人
の
活
躍
は
際
立
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

＊

こ
の
他
に
も
日
本
人
修
道
士
の
活
躍
を
窺
わ
せ
る
史
料
は
多
い
。
豊
後
で

は
一
五
八
五
年
頃
（
16
）

イ
エ
ズ
ス
会
の
上
長
ペ
ロ
・
ゴ
ー
メ
ス
と
大
友
宗
麟

の
間
で
日
本
人
修
道
士
パ
ウ
ロ
が
引
っ
張
り
凧
に
な
っ
て
い
た
。
ゴ
ー
メ
ス

が
説
教
の
応
援
に
パ
ウ
ロ
の
派
遣
を
要
請
し
た
と
こ
ろ
、
宗
麟
は
「
司
祭
様

に
伝
え
よ
。
…
…
今
の
今
、
私
は
パ
ウ
ロ
修
道
士
を
四
百
人
の
異
教
徒
を
教

化
中
の
某
所
に
派
遣
し
た
。
そ
の
後
は
別
の
場
所
に
派
遣
す
る
約
束
を
し
て

い
る
」
と
回
答
し
た
（
一
五
八
五
年
八
月
二
〇
日
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
長
崎

発
書
翰
、C

E
V

II
f.138.

『
報
告
集
』
Ⅲ
七
、
一
五
頁
）。

伴
天
連
追
放
令
が
発
令
さ
れ
た
後
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
ら
は
日
本
の
キ
リ
シ

タ
ン
の
大
部
分
を
擁
す
る
「
下X

im
o

」
地
方
（
九
州
）
全
域
に
一
一
五
人

以
上
が
配
置
さ
れ
、
各
地
に
分
散
し
て
滞
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た

め
キ
リ
シ
タ
ン
の
所
在
す
る
「
下
」
の
諸
集
落
・
諸
村
落
で
「
今
ま
で
は
必

要
な
司
牧
が
出
来
な
か
っ
た
」
の
に
比
し
て
「
今
や
大
勢
の
司
祭
と
数
多
く

の
日
本
人
修
道
士
が
い
る
お
か
げ
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
非
常
に
よ
く
教

化
さ
れ
た
。
少
な
く
と
も
こ
の
下
の
全
キ
リ
シ
タ
ン
宗
団
に
関
す
る
限
り
、
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疑
い
も
な
く
関
白
殿
の
起
こ
し
た
迫
害
は
大
き
な
利
益
で
あ
っ
た
」
と
ガ
ス

パ
ル
・
コ
エ
リ
ョ
は
述
べ
て
い
る
（
一
五
八
九
年
二
月
二
四
日
ガ
ス
パ
ル
・

コ
エ
リ
ョ
一
五
八
八
年
度
日
本
年
報
、C

E
V

II
f.235.

『
報
告
集
』
Ⅰ
一
、

五
頁
）。
伴
天
連
追
放
令
の
時
期
に
あ
っ
て
も
司
牧
の
主
要
な
要
員
は
「
司

祭
」
と
共
に
「
日
本
人
修
道
士
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

（
3
）
論
争
の
技
量

も
ち
ろ
ん
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
宣
教
師
に
日
本
語
を
使
用
し
た
活
動
が
全
く
な

い
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
日
本
語
の
達
者
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
宣

教
師
は
イ
エ
ズ
ス
会
史
料
の
中
に
幾
人
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ジ
ョ
ア

ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
は
ザ
ビ
エ
ル
滞
日
の
頃
か
ら
日
本
語
が
で
き
、
一
五

五
一
年
の
段
階
で
す
で
に
通
詞
と
し
て
コ
ス
メ
・
デ
・
ト
ル
レ
ス
に
仕
え

（
一
五
五
一
年
一
〇
月
二
〇
日
ジ
ョ
ア
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
山
口
発
書

翰
、『
書
翰
集
』
訳
一
下
、
二
七
頁
、
三
九
頁
、
原1

・p.177,p.185.

）、
説

教
に
通
暁
し
た
た
め
母
語
カ
ス
テ
ィ
リ
ャ
語
よ
り
も
日
本
語
が
流
暢
だ
と
言

わ
れ
た
（
一
五
五
五
年
九
月
二
三
日
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
・
ガ
ー
ゴ
平
戸
発
書

翰
、『
書
翰
集
』
訳
二
下
、
七
九
頁
、
原2

・p.231.

）。「
異
教
」（
日
本
の

神
仏
の
教
え
）
の
批
判
も
な
し
え
た
よ
う
で
あ
る
（
一
五
六
二
年
一
〇
月
一

一
日
ア
イ
レ
ス
・
サ
ン
シ
ェ
ス
豊
後
発
書
翰
、C

E
V

I
f.101.

『
報
告
集
』

Ⅲ
二
、
三
三
頁
）。

ガ
ス
パ
ル
・
ヴ
ィ
レ
ラ
は
「
日
本
で
最
も
洗
練
さ
れ
た
〔
都
の
〕
宮
廷
の

言
葉
を
流
暢
に
話
し
、
説
教
し
、
告
白
を
聴
い
た
」（
一
五
六
五
年
一
月
二

〇
日
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
都
発
書
翰
、Jap.Sin

5,
f.204v.

C
E

V
I

f.177.

『
報
告
集
』
Ⅲ
二
、
三
一
七
頁
）。
日
本
語
で
情
熱
的
に
説
教
し
、
前
年
に
発

せ
ら
れ
た
ロ
ー
マ
教
皇
の
大
赦
を
日
本
人
に
布
告
し
た
（
一
五
六
六
年
九
月

一
六
日
ミ
ゲ
ル
・
ヴ
ァ
ズ
書
翰
、C

E
V

I
f.227.

『
報
告
集
』
Ⅲ
三
、
一
六

四
頁
）。
大
村
領
長
崎
で
土
地
の
領
主
か
ら
教
会
建
設
の
た
め
に
と
寄
進
さ

れ
た
寺
院
に
「
土
地
の
異
教
徒
を
こ
と
ご
と
く
集
め
」、
教
会
へ
の
改
造
の

計
画
を
秘
し
た
ま
ま
（
す
な
わ
ち
あ
く
ま
で
も
「
寺
院
」
の
所
有
者
と
し

て
）
不
評
に
め
げ
ず
忍
耐
強
く
説
教
し
、「
所
属
す
べ
き
キ
リ
シ
タ
ン
を
得

る
」
た
め
に
そ
の
全
員
に
当
た
る
一
五
〇
〇
名
を
改
宗
さ
せ
て
教
会
に
所
属

す
べ
き
信
徒
を
作
り
出
し
た
後
、
翌
一
五
六
九
年
に
件
の
寺
院
を
教
会
に
改

造
す
る
と
い
う
改
宗
事
業
を
や
っ
て
の
け
た
（
一
五
七
一
年
二
月
四
日
ガ
ス

パ
ル
・
ヴ
ィ
レ
ラ
、
コ
チ
ン
発
書
翰
、C

E
V

I
f.302

v.

『
報
告
集
』
Ⅲ
四
、

四
五
頁
）。

こ
の
ほ
か
管
見
の
限
り
で
も
、
街
路
で
日
本
語
で
説
教
し
た
ギ
リ
ェ
ル
メ

・
ペ
レ
イ
ラ
（
一
五
六
〇
年
一
二
月
一
日
ゴ
ン
サ
ロ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
、

ゴ
ア
発
書
翰
、『
書
翰
集
』
原
訳
四
、
三
七
頁
、
原4

・p.25.

）、
短
期
間
に

告
白
が
聴
け
る
ほ
ど
日
本
語
が
上
達
し
「
デ
ウ
ス
の
格
別
の
恩
寵
」
と
言
わ

れ
た
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
・
ダ
・
コ
ス
タ
（
一
五
六
六
年
三
月
三
〇
日
ジ
ャ
コ
メ

・
ゴ
ン
サ
ル
ヴ
ェ
ス
平
戸
発
書
翰
、C

E
V

I
ff.225

v.-226.

『
報
告
集
』
Ⅲ

三
、
一
五
七
頁
）、
日
本
語
が
出
来
て
日
本
人
に
広
く
愛
さ
れ
た
と
い
う

ジ
ョ
ア
ン
・
ペ
ド
ゥ
ロ
・
ク
ラ
ッ
ソ
（
一
五
八
九
年
二
月
二
四
日
ガ
ス
パ
ル

・
コ
エ
リ
ョ
一
五
八
八
年
度
年
報
、C

E
V

II
f.237

v.

『
報
告
集
』
Ⅰ
一
、

一
三
頁
）、
ま
た
日
本
語
で
説
教
し
、
か
つ
日
本
語
を
よ
く
理
解
で
き
た
た

め
に
、
自
分
自
身
を
殺
そ
う
と
す
る
「
異
教
徒
」
の
謀
略
を
察
知
し
た
修
道

士
（
一
五
七
九
年
一
二
月
一
日
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
リ
ヤ
ン
一
五
七
九
年
度

年
報
、Jap.Sin

46
f.30v.

）
な
ど
多
く
の
事
例
が
み
ら
れ
る
。
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し
か
し
前
述
の
通
り
日
本
語
で
日
本
人
と
交
流
で
き
る
こ
と
と
、「
異
教

徒
」
と
の
論
争
の
覚
悟
が
必
要
な
説
教
が
で
き
、
従
っ
て
「
仏
僧
」
と
の
論

争
が
で
き
る
こ
と
と
は
分
け
て
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
上
述
の

ガ
ス
パ
ル
・
ヴ
ィ
レ
ラ
も
上
京
す
る
に
あ
た
っ
て
は
「
口
論
や
論
争
に
お
い

て
通
訳
と
な
る
よ
う
、
ま
た
そ
の
他
、
主
へ
の
聖
な
る
奉
仕
と
な
る
事
柄
の

た
め
に
」
日
本
人
修
道
士
ロ
ウ
レ
ン
ソ
を
同
伴
し
た
。
そ
れ
は
「
私
は
当
地

の
言
語
を
解
し
ま
す
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
外
国
語
（m

adrasta

、「
継
母
」

語
即
ち
非
母
語
―
引
用
者
）
で
あ
る
一
方
、
彼
に
と
っ
て
は
母
語
（m

ai

）

だ
か
ら
」
と
い
う
理
由
か
ら
だ
っ
た
（
一
五
五
九
年
九
月
一
日
ガ
ス
パ
ル
・

ヴ
ィ
レ
ラ
日
本
発
書
翰
、『
書
翰
集
』
訳
三
、
二
二
三
頁
、
原3

・p
157.

）。

さ
ら
に
説
教
、
論
争
の
た
め
に
は
日
本
語
の
み
な
ら
ず
、
日
本
文
化
へ
の

理
解
が
必
要
な
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ロ
ウ
レ
ン
ソ
は
「
言
語
に
大
変
優

れ
、
才
能
が
あ
り
、
大
変
鋭
敏
で
、
デ
ウ
ス
に
関
す
る
事
柄
や
日
本
の
諸
事

の
理
解
に
お
い
て
、
彼
に
勝
る
者
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
」（
一
五
五
九
年
一

一
月
一
日
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
・
ガ
ー
ゴ
豊
後
発
書
翰
、『
書
翰
集
』
訳
三
、
二

七
二
頁
、
原3

・p.189.

）
と
評
さ
れ
て
い
る
。
事
実
ロ
ウ
レ
ン
ソ
は
、「
異

教
の
寺
院
」
に
乗
り
込
ん
で
、
そ
の
寺
院
の
「
仏
僧
」
が
行
っ
て
い
た
キ
リ

ス
ト
教
批
判
の
説
法
を
論
破
し
た
と
い
う
（
一
五
六
〇
年
一
二
月
一
日
ゴ
ン

サ
ロ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
の
ゴ
ア
発
書
翰
、『
書
翰
集
』
原
訳
四
、
三
八
〜

三
九
頁
、
原4

・p.26.

）。

日
本
語
を
学
ぶ
の
は
さ
ほ
ど
困
難
な
こ
と
で
は
な
く
、
熱
意
次
第
で
「
二

年
で
説
教
を
行
え
る
よ
う
に
な
る
」
と
い
う
見
解
も
み
ら
れ
る
（
一
五
八
〇

年
一
〇
月
二
〇
日
ロ
レ
ン
ソ
・
メ
シ
ア
一
五
八
〇
年
度
年
報
、C

E
V

I

ff.472.

『
報
告
集
』
Ⅲ
五
、
二
五
二
頁
）。
し
か
し
そ
の
裏
付
け
と
し
て

は
、
数
人
の
司
祭
が
司
祭
館
の
仕
事
を
抱
え
つ
つ
「
一
年
の
後
に
教
師
を
伴

わ
ず
支
障
な
く
告
白
を
聴
」
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
の
み
で

説
教
に
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
一
方
長
ら
く
大
村
で
宣
教
活
動
に
携
わ
っ

て
い
た
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ル
セ
ナ
は
、
一
七
世
紀
に
入
り
江
戸
幕
府
が
禁

教
令
を
出
し
た
後
に
、
日
本
で
キ
リ
シ
タ
ン
宗
団
が
存
在
す
る
た
め
に
は

我
々
〔
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
会
員
〕
を
援
助
し
、「
異
教
徒
」
に
説
教
し
キ
リ
シ

タ
ン
に
教
理
を
教
え
る
土
地
出
身
者
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
次
の
よ
う
に

言
っ
た
。

「
実
際
に
何
名
か
の
我
ら
の
司
祭
（alguns

padres
nossos

）
は
上
手
に

説
教
し
、
土
地
の
者
か
ら
十
分
に
理
解
さ
れ
る
が
、
そ
の
数
は
非
常
に
少
な

く
四
名
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
者
も
異
教
徒
た
ち
に
満

足
の
行
く
説
教
が
出
来
ず
、
ま
た
多
く
矯
正
を
加
え
な
け
れ
ば
「
仏
僧
」
た

ち
と
議
論
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
何
故
な
ら
彼
等
〔「
仏
僧
」〕
の
欺
瞞
と

虚
偽
に
通
じ
る
た
め
に
は
我
ら
の
誰
も
知
ら
ず
理
解
し
て
い
な
い
彼
等
の
書

き
物
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
」（
一
六
一
八
年
四
月
一
八

日
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ル
セ
ナ
、
マ
カ
オ
発
書
翰
、Jap.Sin.17.f.141v.

）。

「
異
教
徒
」
に
説
教
で
き
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
宣
教
師
は
突
出
し
た
少
数
者
に

留
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

現
代
で
も
欧
米
語
が
母
語
の
話
者
が
日
本
語
を
学
ぶ
こ
と
は
さ
ほ
ど
容
易

と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
英
語
を
母
語
と
す
る
政
府
職
員
の
外
国
語
訓
練

の
た
め
の
機
関
で
あ
る
米
国
国
務
省
Ｆ
Ｓ
Ｉ
（Foreign

Service
Institute

）

で
は
、
英
語
話
者
の
日
本
語
習
得
は
ア
ラ
ビ
ア
語
、
中
国
語
（
広
東
語
と
北

京
語
）、
韓
国
語
と
共
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅳ
の
「
英
語
母
語
話
者
に
は
極
め
て

難
し
い
言
語super-hard

languages

」
と
し
て
い
る
。
英
語
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
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語
（
な
い
し
ス
ペ
イ
ン
語
）
と
は
異
な
る
が
凡
そ
の
目
安
に
は
な
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
一
日
に
四
〜
五
時
間
の
授
業
、
一
時
間
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教

室
、
数
時
間
の
宿
題
な
ど
自
習
に
当
て
る
と
い
う
集
中
訓
練
を
行
っ
て
目
標

達
成
ま
で
八
八
週
間
（
二
二
〇
〇
授
業
時
間
）
を
予
定
し
て
い
る
と
い
う

（
17
）。
毎
日
の
集
中
訓
練
で
な
お
一
年
半
は
か
か
る
計
算
に
な
る
。

来
日
し
た
ば
か
り
で
こ
れ
と
い
っ
た
訓
練
法
も
確
立
し
て
お
ら
ず
、
教
則

本
な
ど
な
し
に
母
語
話
者
か
ら
直
接
学
び
つ
つ
、
し
か
も
毎
日
の
教
会
の
聖

務
を
抱
え
な
が
ら
の
学
習
で
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
八
割
程
度
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
宣
教
師
が
一
年
程
度
の
訓
練
の
後
日
本
語
で
告
解
（
告
白
）
を
聴

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
イ
エ
ズ
ス
会
員
の
外
国
語
習
得
能
力
と
学

習
の
熱
意
に
は
驚
嘆
の
他
は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
な
お
「
異
教
徒
」
に
説

教
す
る
宣
教
者
を
輩
出
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
日
本
人
説

教
者
が
必
要
と
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅱ

説
教
の
特
質

（
1
）
話
術
と
仏
教
の
素
養

前
章
で
と
り
あ
げ
た
日
本
人
修
道
士
ロ
ウ
レ
ン
ソ
の
説
教
と
論
争
の
手
法

は
、
日
本
仏
教
に
つ
い
て
の
造
詣
と
在
来
信
仰
の
伝
道
の
手
法
と
に
裏
打
ち

さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
一
五
六
六
年
、
五
島
の
領
主
か
ら
説
教

の
依
頼
を
受
け
て
ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
は
説
教
に
出
向
き
、「
当
地

で
我
ら
が
有
す
る
最
良
の
通
訳
で
あ
り
、
信
仰
の
こ
と
に
精
通
し
て
お
り
、

日
本
人
か
ら
は
非
常
に
思
慮
深
い
人
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
十
四
年
前
か
ら

〔
イ
エ
ズ
ス
〕
会
に
在
籍
し
て
い
る
」「
日
本
人
修
道
士
」
ロ
ウ
レ
ン
ソ（
18
）を

伴
っ
た
。
説
教
の
場
に
臨
ん
だ
ア
ル
メ
イ
ダ
は
、
参
集
し
た
聴
衆
に
自
分
自

身
が
説
教
で
き
な
い
こ
と
を
詫
び
た
後
、
ロ
ウ
レ
ン
ソ
に
説
教
を
指
示
し
た

が
、
そ
れ
を
聴
い
て
感
嘆
し
て
い
る
。

「
彼
の
話
は
大
胆
か
つ
軽
妙
に
し
て
明
解
な
も
の
で
あ
り
…
…
私
は
か
の

至
福
な
る
使
徒
の
こ
と
を
思
い
起
こ
し
た
。
彼
が
述
べ
た
こ
と
は
当
地
で
我

ら
が
常
に
説
い
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
驚
く
に
は
当
た
ら
な
い
が
、
た

だ
、
彼
が
〔
述
べ
た
こ
と
の
〕
す
べ
て
を
人
々
に
理
解
さ
せ
る
際
の
軽
妙
さ

や
明
瞭
さ
や
、
人
々
が
彼
の
言
葉
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
す
る
話
術

に
は
驚
嘆
さ
せ
ら
れ
た
。
…
…
彼
は
自
ら
異
教
徒
〔
の
立
場
〕
に
な
り
、
彼

自
身
の
〔
先
に
示
し
た
〕
道
理
に
反
駁
し
た
後
、
き
わ
め
て
明
確
に
疑
問
を

説
い
た
の
で
、
説
教
が
終
わ
る
と
（
三
時
間
続
い
た
で
あ
ろ
う
）、
諸
人
は

驚
嘆
し
、
崇
拝
す
べ
き
は
デ
ウ
ス
で
あ
る
と
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
」（
一

五
六
六
年
一
〇
月
二
〇
日
ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
志
岐
発
書
翰
、Jap.

Sin
6

ff.136v.-137.,C
E

V
I

ff.215-215v.

『
報
告
集
』
Ⅲ
三
、
一
二
二
〜
一

二
三
頁
）。

ア
ル
メ
イ
ダ
の
感
想
は
「
驚
く
に
は
当
た
ら
な
い
」
内
容
と
「
驚
嘆
さ
せ

ら
れ
た
」
説
教
方
法
と
に
分
か
れ
て
お
り
、
後
者
の
一
つ
に
「
自
ら
異
教
徒

〔
の
立
場
〕
に
な
り
、
彼
自
身
の
〔
先
に
示
し
た
〕
道
理
に
反
駁
し
た
後
、

き
わ
め
て
明
確
に
疑
問
を
説
い
た
」
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
対

話
形
式
の
説
教
は
イ
エ
ズ
ス
会
も
都
で
行
い
「
修
院
に
い
る
二
人
の
日
本
人

の
少
年
が
、
一
方
は
異
教
徒
と
な
り
、
他
方
が
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
っ
て
」
行

う
討
論
を
幕
府
の
要
人
を
招
待
し
た
折
「
気
晴
ら
し
」
の
た
め
に
聴
か
せ
て

い
る
（
一
五
六
五
年
六
月
一
九
日
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
都
発
書
翰
、Jap.Sin

5
f.248v.,C

E
V

I
f.185v.『

報
告
集
』
Ⅲ
二
、
三
四
九
頁
）
が
、
こ
の
手
法
を

ロ
ウ
レ
ン
ソ
が
既
に
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
し
て
い
た
こ
と
に
「
驚
嘆
さ
せ
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ら
れ
た
」
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
対
話
形
式
の
教
化
は
蓮
如
の
「
御

文
」
を
始
め
日
本
の
仏
教
者
が
し
ば
し
ば
用
い
て
い
た
手
法
で
あ
り
、
ロ
ウ

レ
ン
ソ
は
恐
ら
く
琵
琶
法
師
の
生
業
の
中
で
学
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
そ
の
仏
教
的
造
詣
に
は
イ
エ
ズ
ス
会
も
最
大
の
讃
辞
を
送
っ
て
い

る
。
ロ
ウ
レ
ン
ソ
は
醜
い
外
見
と
は
対
照
的
に
「
大
い
な
る
霊
感
と
熱
意
を

も
っ
て
説
教
し
、
非
常
に
豊
富
な
言
葉
を
自
由
に
操
り
、
そ
れ
ら
〔
の
言

葉
〕
は
い
と
も
愛
嬌
が
あ
り
、
明
快
、
か
つ
思
慮
に
富
ん
で
い
た
の
で
、
彼

〔
の
話
〕
を
聞
く
者
は
す
べ
て
驚
嘆
し
た
。
…
…
幾
度
と
な
く
、
は
な
は
だ

学
識
あ
る
僧
侶
た
ち
と
討
論
し
た
が
、
デ
ウ
ス
の
御
恩
寵
に
よ
っ
て
、
か
つ

て
一
度
と
し
て
負
か
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
」（『
日
本
史
』
第
一
部
第
三

八
章
、W

icki,I,p.257.

松
田
・
川
崎
訳
書
第
三
、
一
七
六
〜
一
七
七

頁
）。
し
か
し
一
方
二
、
三
人
の
日
本
人
武
士
た
ち
は
そ
の
説
教
か
ら
ロ
ウ

レ
ン
ソ
の
正
体
に
疑
い
を
も
っ
た
。「
日
本
に
は
鳩
の
飼
い
と
称
し
、
詐
欺

を
生
業
に
し
て
い
る
者
が
い
る
が
」
彼
は
そ
の
一
人
で
「
こ
の
伴
天
連
が
見

捨
て
ら
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
…
…
日
本
〔
国
内
〕
で
彼
と
と
も
に
金
を
稼

ご
う
と
し
て
、
各
地
を
連
れ
廻
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
わ
ざ
わ
ざ
司

祭
に
忠
告
し
た
（
同
、ibid.p.258.

同
、
一
七
八
頁
）
と
い
う
。

「
鳩
の
飼
い
」
は
「
口
先
で
人
を
た
ぶ
ら
か
し
て
世
渡
り
を
す
る
人
」
で

「
も
と
、
山
伏
や
占
者
の
よ
う
な
格
好
を
し
て
家
々
を
回
り
、
熊
野
の
新
宮

・
本
宮
の
こ
と
を
語
っ
て
は
、
鳩
の
飼
料
と
称
し
て
金
を
だ
ま
し
取
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
」
そ
う
呼
ば
れ
た
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）（19
）。
ル
イ
ス
・
フ
ロ

イ
ス
も
こ
の
「
鳩
の
飼
い
」
を
根
来
寺
、
高
野
山
、
奈
良
の
春
日
社
と
並
べ

て
「
修
道
院
」
を
有
す
る
、
詐
欺
と
窃
盗
の
た
め
に
子
供
を
養
育
す
る
集
団

と
し
て
お
り
（
一
五
六
五
年
一
月
二
〇
日
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
都
発
書
翰
、

Jap.Sin
5

f.200v.,
C

E
V

I
174v.『

報
告
集
』
Ⅲ
二
、
三
一
〇
頁
）、
宗
教
団

体
の
一
種
と
み
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ロ
ウ
レ
ン
ソ
が
そ
の
出
身
と
誤
解

さ
れ
た
こ
と
は
、
日
本
の
伝
統
的
宗
教
集
団
に
属
す
る
説
教
者
・
唱
道
者
等

の
属
性
を
色
濃
く
身
に
つ
け
た
姿
を
物
語
る
も
の
で
は
な
い
か（
20
）。
事
実
ロ

ウ
レ
ン
ソ
は
琵
琶
法
師
の
出
身
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
ロ
ウ
レ
ン
ソ
は
「
日
本
の
諸
宗
派
に
」
精
通
し
、
ジ
ョ
ア
ン
・

フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
の
書
い
た
教
義
書
が
「
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
書
物
の
文
章

を
正
し
」
た
と
い
う
（
一
五
五
五
年
九
月
二
三
日
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
・
ガ
ー
ゴ

平
戸
発
書
翰
、『
書
翰
集
』
訳
二
下
、
八
七
頁
、
原2

・pp.236-237.

）。
さ

ら
に
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
「
デ
ウ
ス
に
関
す
る
事
柄
や
日
本
の
諸
事
の
理

解
に
お
い
て
、
彼
に
勝
る
者
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
」
と
の
評
価
も
あ
っ
た

（
一
五
五
九
年
一
一
月
一
日
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
・
ガ
ー
ゴ
豊
後
発
書
翰
、『
書
翰

集
』
訳
三
、
二
七
二
頁
、
原3

・p.189.

）。
ロ
ウ
レ
ン
ソ
に
つ
い
て
「
も
と

も
と
仏
僧
、
つ
ま
り
〔
仏
教
に
お
け
る
〕
パ
ー
ド
レ
だ
っ
た
者
」
で
あ
る
故

「
彼
等
（
〇
仏
僧
達
。）
の
頽
廃
の
す
べ
て
を
知
っ
て
い
ま
す
」（
一
五
六
〇

年
一
二
月
一
七
日
メ
ル
シ
オ
ー
ル
・
デ
ィ
ア
ス
、
ゴ
ア
発
書
翰
、『
書
翰

集
』
原
訳
四
、
九
九
頁
、
原4

・p.64.

）
と
の
指
摘
も
あ
る
。「
仏
僧
」
の

語
の
当
否
は
と
も
か
く
、
高
度
な
仏
教
的
造
詣
を
窺
わ
せ
る
証
言
と
い
え
よ

う
。こ

う
し
た
仏
教
に
造
詣
の
深
い
日
本
人
修
道
士
と
し
て
ヴ
ィ
セ
ン
テ
と
う

い
ん
（「
洞
院
」
か
）
も
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ヴ
ィ
セ
ン
テ
と
う
い
ん

は
若
狭
国
出
身
で
、
著
名
な
キ
リ
シ
タ
ン
養
方
軒
パ
ウ
ロ
の
息
子
で
あ
り
、

受
洗
し
て
同
宿
と
し
て
イ
エ
ズ
ス
会
に
奉
仕
し
、
一
五
八
〇
年
に
修
道
士
と

な
っ
た
。
主
に
畿
内
で
改
宗
事
業
に
従
事
し
て
細
川
ガ
ラ
シ
ア
の
改
宗
に
も
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関
与
し
た（
21
）。「
大
雄
弁
家
で
あ
り
、
文
章
表
現
に
豊
か
で
あ
り
、
和
漢
の

文
字
に
造
詣
深
く
、
日
本
の
諸
宗
派
に
精
通
し
、
こ
と
に
全
宗
派
中
第
一
位

を
占
め
る
禅
宗
に
つ
い
て
然
り
で
あ
っ
た
」
ヴ
ィ
セ
ン
テ
は
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー

ノ
の
命
で
セ
ミ
ナ
リ
オ
の
生
徒
に
教
授
し
「
彼
ら
〔
子
供
た
ち
〕
が
彼
の
許

で
大
い
に
進
歩
し
た
こ
と
は
、
彼
ら
の
う
ち
多
く
の
者
が
短
期
間
で
」「
異

教
徒
た
ち
に
説
教
」
で
き
「
彼
ら
の
誤
謬
や
虚
偽
を
納
得
さ
せ
、
そ
し
て
多

く
の
人
々
が
我
ら
の
聖
な
る
信
仰
に
改
宗
す
る
に
至
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
」

（『
日
本
史
』
第
一
部
第
二
六
章
、W

ickiI,p.173.

松
田
・
川
崎
訳
書
第

三
、
九
六
〜
九
七
頁
）
と
い
う
。

一
五
八
四
年
頃
、
ヴ
ィ
セ
ン
テ
は
修
道
士
と
し
て
都
地
方
「
随
一
の
才

人
」「
偉
大
な
説
教
師
で
あ
り
、
言
葉
が
優
美
な
こ
と
で
知
ら
れ
、
日
本
の

諸
宗
派
に
き
わ
め
て
精
通
し
て
」
お
り
、
そ
の
知
識
は
「
論
争
の
際
に
仏
僧

や
他
の
異
教
徒
た
ち
の
謬
見
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
我
ら
の
説
教
師
に
と
っ

て
大
い
に
必
要
な
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
た
（
一
五
八
四
年
一
月
二
日
ル
イ

ス
・
フ
ロ
イ
ス
一
五
八
三
年
度
年
報
、Jap.Sin.45

I
f.72.,

C
E

V
II

ff.91-91

v.

『
報
告
集
』
Ⅲ
六
、
二
〇
三
頁
）。
高
槻
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
で
日
本
の
宗
派

に
つ
い
て
の
講
義
を
「
殆
ど
総
て
が
武
士
（fidalgos

）〔
の
子
弟
〕
か
身
分

の
高
い
人
の
息
子
」
に
対
し
て
行
い
「
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
理
に
つ
い
て
も
日

本
の
宗
派
と
日
本
の
誤
り
に
つ
い
て
の
知
識
も
教
え
て
い
る
の
で
、
彼
ら

〔
生
徒
〕
の
何
人
か
は
、
仏
僧
や
他
の
学
者
の
前
で
も
恥
じ
る
こ
と
な
く

（sem
peijo

）
自
由
に
説
教
が
で
き
る
」
と
評
さ
れ
て
い
る
（
一
五
八
四
年

九
月
三
日
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
一
五
八
四
年
度
日
本
年
報
、Jap.Sin.9

II

f.286.

）。
都
地
区
長
で
あ
っ
た
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
司
祭
は
、
こ
の
ヴ
ィ
セ

ン
テ
を
「
神
学
校
の
者
た
ち
及
び
同
宿
た
ち
が
、
日
本
の
各
宗
派
の
本
旨
を

学
ぶ
こ
と
」
の
教
師
と
し
て
起
用
し
、「
今
ま
で
こ
こ
に
い
た
す
べ
て
の
者

の
中
で
、
も
っ
と
も
宗
旨
に
精
通
し
、
巧
み
で
志
堅
固
な
人
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
れ
に
よ
り
毎
日
生
ず
る
問
答
や
議
論
は
、
そ
こ
に
説
教
を
聴
き
に
来
た

人
々
に
大
き
な
満
足
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
我
ら
が
仏
僧
の
秘

義
、
お
よ
び
呪
文
を
知
ら
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
」
と
評
価
さ
れ

て
い
る
（
一
五
八
五
年
八
月
二
七
日
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
長
崎
発
書
翰
、

C
E

V
II

f.152v.

『
報
告
集
』
Ⅲ
七
、
五
六
頁
）。

以
上
の
よ
う
に
改
宗
前
に
仏
教
の
教
義
に
通
じ
て
い
た
日
本
人
が
修
道
士

と
し
て
、
日
本
人
僧
侶
と
の
論
争
法
や
「
異
教
徒
」
の
疑
問
・
批
判
に
対
処

す
る
方
法
を
教
授
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
日
本
の

宗
派
を
批
判
し
日
本
人
僧
侶
の
反
論
に
対
処
す
る
方
法
を
学
ん
だ
の
は
、
改

宗
し
た
元
僧
侶
か
ら
の
場
合
が
多
い
。

例
え
ば
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
に
論
争
の
指
導
を
し
た
元
浄
土
宗
の
僧
で
あ

る
。「
彼
よ
り
諸
宗
旨
に
つ
い
て
某
か
の
こ
と
を
聴
い
た
が
、
こ
れ
は
私
が

言
葉
の
修
練
を
行
な
っ
た
り
、
彼
ら
の
宗
旨
や
礼
拝
に
つ
い
て
学
者
が
呈
す

る
問
い
に
答
え
う
る
よ
う
に
な
る
上
で
少
な
か
ら
ず
助
け
と
な
っ
た
」
と
フ

ロ
イ
ス
本
人
は
記
し
て
い
る
（
一
五
六
八
年
一
〇
月
四
日
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ

ス
堺
発
書
翰
、C

E
V

I
f.251.

『
報
告
集
』
Ⅲ
三
、
二
六
三
頁
）。
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
・
カ
ブ
ラ
ル
に
「
日
本
の
宗
旨
」
を
教
え
「
彼
が
我
々
に
教
え
て
く
れ

た
こ
と
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
た
や
す
く
は
屈
服
し
な
い
僧
侶
は
い
な
い
ほ

ど
」
だ
っ
た
博
多
の
元
僧
侶
ケ
イ
エ
ン
・
ジ
ョ
ア
ン
（
一
五
七
四
年
五
月
三

一
日
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ブ
ラ
ル
都
発
書
翰
、Jap.Sin.7

II
f.209.

）
や
、

「
日
本
の
宗
旨
の
秘
め
ら
れ
た
欺
瞞
」
を
宣
教
師
に
説
い
た
有
馬
晴
信
の
師

の
元
僧
侶
ニ
シ
ョ
ウ
（
一
五
八
二
年
一
〇
月
三
一
日
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
一
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五
八
二
年
度
年
報
、C

E
V

II
f.50v.

『
報
告
集
』
Ⅲ
六
、
九
一
頁
）
も
こ
れ

に
加
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

従
っ
て
イ
エ
ズ
ス
会
と
「
仏
僧
」
と
の
論
争
は
、
一
面
で
日
本
人
仏
教
者

同
士
の
論
争
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
言
い
換
え
れ
ば
イ
エ
ズ
ス
会
に
よ
る

「
仏
僧
」
攻
撃
で
あ
る
と
共
に
改
宗
し
た
元
「
仏
僧
」
に
よ
る
仏
教
者
へ
の

攻
撃
と
し
て
、
日
本
仏
教
界
に
衝
撃
や
影
響
を
も
た
ら
し
た
可
能
性
も
あ

る
。
仮
に
イ
エ
ズ
ス
会
の
存
在
が
な
か
っ
た
に
し
ろ
、
有
力
大
名
の
帰
依
を

め
ぐ
り
、
ま
た
寺
院
の
所
有
・
継
承
を
め
ぐ
り
、
さ
ら
に
は
檀
徒
の
獲
得
を

め
ぐ
る
僧
侶
間
の
競
合
は
こ
の
時
代
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
宗
論
の
結
果
に
よ

り
帰
依
す
る
僧
侶
を
変
え
た
斎
藤
龍
興
の
事
例
も
あ
る
（
一
五
六
七
年
六
月

一
二
日
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
堺
発
書
翰
、C

E
V

I
ff.236v.-237.

『
報
告

集
』
Ⅲ
三
、
一
九
七
頁
）。
イ
エ
ズ
ス
会
が
引
き
起
こ
し
た
論
争
は
、
一
面

で
元
「
仏
僧
」
ら
に
よ
る
新
た
な
信
仰
運
動
を
生
起
さ
せ
て
い
た
と
も
想
定

で
き
、
こ
れ
に
展
望
を
見
出
し
た
仏
教
者
が
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

一
方
そ
れ
で
は
「
仏
僧
」
と
の
論
争
の
主
役
と
な
っ
た
日
本
人
修
道
士
ら

の
キ
リ
ス
ト
教
の
素
養
の
内
実
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
先
に
あ
げ
た
ヴ
ィ
セ
ン
テ
と
そ
の
父
養
方
軒
パ
ウ
ロ
の
よ
う
に
突
出
し

た
理
解
者
は
い
た
。
養
方
軒
パ
ウ
ロ
の
「
諸
宗
派
や
日
本
の
故
事
の
知
識
」

に
よ
り
「
異
教
徒
に
説
く
公
教
要
理
」
が
洗
練
さ
れ
て
い
っ
た
（『
日
本

史
』
第
一
部
第
二
六
章
、W

icki,I
p.172.

松
田
・
川
崎
訳
書
第
三
、
九
六

頁
）
と
い
う
。
ま
た
ヴ
ィ
セ
ン
テ
は
著
名
な
医
師
曲
直
瀬
道
三
に
キ
リ
ス
ト

教
教
義
を
教
授
し
た
。
ヴ
ィ
セ
ン
テ
は
コ
ス
メ
と
二
人
で
道
三
へ
の
説
教
を

担
当
し
、
道
三
の
筆
録
し
た
ヴ
ィ
セ
ン
テ
の
説
教
は
「
異
教
徒
の
字
句
、
お

よ
び
理
解
の
仕
方
に
合
致
し
た
書
き
物
で
、
大
い
な
る
光
を
与
え
る
た
め
」

に
利
用
さ
れ
た
（
一
五
八
五
年
八
月
二
七
日
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
長
崎
発
書

翰
、C

E
V

II
ff.158-158

v.

『
報
告
集
』
Ⅲ
七
、
七
〇
頁
）
と
い
う
。

そ
の
一
方
多
く
の
日
本
人
修
道
士
に
は
か
な
り
の
問
題
が
あ
り
水
準
に
達

し
て
い
な
い
と
、
来
日
の
翌
年
に
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
指
摘
し
て
い
る
。

「
彼
ら
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
不
可
避
（fuerza

）（22
）

だ
っ
た
」
と
し
な
が
ら
、
実
態
は
「
修
練
期
間
（nouiçiado

）
も
何
ら
か
の

試
問
（probation

）」
も
な
く
「
規
則
や
我
ら
の
会
憲
の
何
た
る
か
も
、
学

問
の
何
た
る
か
、
隠
遁
の
何
た
る
か
も
知
ら
ず
、
一
人
を
除
い
て
我
等
の
言

葉
を
話
す
こ
と
も
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
頼
り
と
な
る
書
物
も
持
た

ず
」（
一
五
八
〇
年
一
〇
月
二
七
日
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
臼
杵
発
書
翰
、Jap.

Sin
8

I
f.293v.

前
掲
『
日
本
巡
察
記
』
三
〇
一
〜
三
〇
二
頁
）、「
暗
誦
し

た
だ
け
の
公
教
要
理
（cathezism

o

）
し
か
知
ら
ず
、
そ
れ
で
鸚
鵡
の
よ
う

に
説
教
し
、
同
様
に
暗
誦
し
た
幾
つ
か
の
説
教
も
行
う
」
の
で
あ
る
。
受
け

入
れ
後
に
「
何
ら
の
苦
行
（m

ortificacion

）
も
矯
正
（form

a

）
も
し
な
い

な
ら
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
と
っ
て
少
な
か
ら
ざ
る
損
害
を
も
た
ら
さ
ず
に
は
お

か
な
い
大
き
な
危
険
に
〔
宣
教
師
た
ち
を
〕
陥
れ
る
こ
と
に
な
る
」（
同
、

ibid.

）
と
警
戒
の
念
を
露
わ
に
し
て
い
る
。

イ
エ
ズ
ス
会
入
会
希
望
者
が
過
ご
す
べ
き
二
年
の
修
練
期
間

（nouiçiado

）
に
基
礎
的
な
会
憲
も
教
え
ら
れ
ず
修
行
も
行
わ
ず
学
問
も
教

え
ら
れ
ず
「
修
院
（casa

）
に
入
る
と
直
ち
に
以
前
行
っ
て
い
た
こ
と
」
す

な
わ
ち
「
日
夜
説
教
」
す
る
こ
と
に
忙
殺
さ
れ
て
し
ま
い
、
訓
練
な
し
に
活

動
す
る
（
同
、ibid.

）
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。
な
ぜ

そ
う
な
っ
た
の
か
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
説
明
に
よ
れ
ば
彼
ら
が
教
会
の

「
同
宿
」
と
し
て
「
教
理
を
教
え
、
説
教
し
、
そ
の
他
多
く
の
、
言
葉
が
出
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来
な
い
た
め
に
司
祭
が
な
し
え
な
か
っ
た
仕
事
を
〔
自
ら
〕
し
て
き
た
」
こ

と
に
報
い
る
た
め
に
「
カ
テ
キ
ズ
モ
を
暗
誦
し
て
い
る
以
外
は
何
も
知
ら
な

か
っ
た
に
し
ろ
」
受
け
入
れ
た
の
だ
と
い
う
（A

lvarez-T
aladriz,J.L

,
op.

cit.pp184-185.

前
掲
『
日
本
巡
察
記
』
八
七
頁
）。

ま
た
彼
ら
は
貧
弱
な
キ
リ
ス
ト
教
教
義
の
理
解
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
か

か
る
新
参
者
に
期
待
し
う
る
も
の
を
大
き
く
超
え
出
た
。
す
な
わ
ち
我
等
の

言
語
を
読
む
こ
と
も
書
く
こ
と
も
、
日
本
語
を
用
い
な
け
れ
ば
我
等
〔
の
語

る
こ
と
〕
も
理
解
で
き
な
い
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
司
祭
が
要
点
を
教
え

る
」
な
ら
、
そ
れ
以
上
の
指
示
な
し
に
「
我
等
の
教
会
で
通
常
の
説
教
と
思

い
つ
い
た
そ
の
場
の
説
教
と
を
行
っ
た
ほ
ど
の
明
敏
さ
と
熟
達
し
た
能
力
を

有
し
て
い
た
の
で
あ
る
」（ibid.p.185.
同
）
と
述
べ
て
い
る
。

言
い
換
え
れ
ば
改
宗
事
業
の
た
め
に
日
本
語
の
説
教
は
不
可
欠
と
い
う
、

い
わ
ば
や
む
を
得
な
い
事
情
か
ら
修
道
士
と
し
て
当
然
行
う
べ
き
訓
練
や
キ

リ
ス
ト
教
理
解
の
不
足
を
放
置
し
た
ま
ま
受
け
入
れ
、
そ
の
活
動
に
依
存
し

て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
日
本
で
一
六
世
紀
に
行
わ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の

説
教
の
問
題
点
だ
と
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
指
摘
し
て
い
る
。
や
は
り
こ
こ
で

も
言
語
・
文
化
の
障
壁
は
大
き
か
っ
た
。
こ
う
し
た
成
り
行
き
か
ら
日
本
の

仏
教
文
化
の
中
で
育
っ
た
修
道
士
た
ち
が
、
主
と
し
て
自
ら
の
過
去
の
素
養

に
依
拠
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
説
教
を
行
う
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
し
て
そ
れ
は
必
ず
し
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
宣
教
師
の
期
待
に
は
そ
ぐ
わ

な
い
様
々
な
、
い
わ
ば
副
反
応
を
生
じ
さ
せ
た
と
予
想
さ
れ
る
。

（
2
）
日
本
人
修
道
士
の
立
場

日
本
人
修
道
士
た
ち
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
司
祭
の
命
に
よ
り
布
教
活
動
に

従
事
し
て
い
る
一
方
、
必
ず
し
も
全
面
的
に
イ
エ
ズ
ス
会
に
従
属
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
く
、
自
ら
弟
子
と
し
て
の
キ
リ
シ
タ
ン
を
開
拓
し
て
い
た
者
も

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
ロ
ウ
レ
ン
ソ
、
ジ
ョ
ア
ン
・
デ

・
ト
ル
レ
ス
ら
と
な
ら
ん
で
顕
著
な
活
動
で
知
ら
れ
る
ダ
ミ
ア
ン
（
・
ダ
・

ク
ル
ス
）
の
例
が
知
ら
れ
る
。

ダ
ミ
ア
ン
は
筑
前
出
身
で
、
十
七
歳
で
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
・
ガ
ー
ゴ
か
ら
受

洗
、
ガ
ス
パ
ル
・
ヴ
ィ
レ
ラ
に
ロ
ウ
レ
ン
ソ
ら
と
共
に
同
伴
し
て
上
京
し
て

活
動
し
、
ま
た
博
多
で
ベ
ル
シ
ョ
ー
ル
・
デ
・
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
の
許
で
活
動

し
た
が
、
突
然
退
会
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ブ
ラ
ル
の
要
請
に
よ
り
再
度
入

会
し
た
と
い
う
。
一
五
八
六
年
十
二
月
に
死
亡
し
て
い
る（
23
）。

一
五
六
二
年
頃
ダ
ミ
ア
ン
は
博
多
で
「
或
る
有
力
な
領
主
」
の
帰
依
を
得

て
多
数
の
人
々
が
入
信
し
、
改
宗
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
。
こ
の
報
を
得

た
司
祭
コ
ス
メ
・
デ
・
ト
ル
レ
ス
は
、
修
道
士
ジ
ョ
ア
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ

ス
と
ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
と
を
博
多
に
派
遣
し
た
。
ジ
ョ
ア
ン
・

フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
に
博
多
で
の
改
宗
を
引
き
継
が
せ
、
ダ
ミ
ア
ン
は
ア
ル
メ

イ
ダ
と
共
に
布
教
の
た
め
平
戸
に
派
遣
し
よ
う
と
い
う
の
が
ト
ル
レ
ス
の
意

図
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
博
多
近
在
の
「
キ
リ
シ
タ
ン
」
領
主
と
家
中
の
人
々

は
ダ
ミ
ア
ン
が
博
多
か
ら
そ
こ
に
来
る
よ
う
二
人
に
懇
請
し
た
。
諸
人
の
ダ

ミ
ア
ン
に
よ
せ
る
愛
情
は
深
く
「
同
地
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
に
な
っ
た
が
祈
り

の
言
葉
総
て
は
ま
だ
知
ら
な
い
者
が
数
多
く
、
他
に
も
キ
リ
シ
タ
ン
に
な
り

た
い
と
希
望
す
る
者
が
あ
る
」
と
い
う
理
由
か
ら
だ
っ
た
（
一
五
六
二
年
一

〇
月
二
五
日
ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
日
本
発
書
翰
、Jap.Sin

4
f.274

v.

C
E

V
I

f.108v.
『
報
告
集
』
Ⅲ
二
、
五
六
〜
五
七
頁
）。

ま
た
ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
が
ダ
ミ
ア
ン
を
伴
っ
て
行
く
と
知
っ
た
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キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
「
ダ
ミ
ア
ン
を
連
れ
て
行
か
ぬ
よ
う
私
に
大
変
執
拗
に

懇
願
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
は
新
た
に
キ
リ
シ
タ
ン
に
な
っ
た
人
た
ち
を

知
っ
て
お
り
、
彼
ら
と
一
緒
に
講
話
と
祈
禱
を
行
な
う
上
で
、
彼
ら
の
各
人

に
何
が
必
要
で
あ
る
か
を
心
得
て
い
る
た
め
、
か
つ
ま
た
〔
キ
リ
シ
タ
ン

に
〕
な
ろ
う
と
し
て
い
る
人
が
大
勢
あ
っ
て
、
諸
人
か
ら
深
く
愛
さ
れ
て
い

る
た
め
、
さ
ら
に
は
異
教
徒
の
改
宗
に
適
し
た
人
で
あ
る
ほ
か
、
数
多
の
理

由
に
よ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
ら
が
彼
を
必
要
と
し
て
」
い
る
と
い
う
理
由
か

ら
で
あ
っ
た
（
同
上
、ibid.f.275.ibid.f.109.

『
報
告
集
』
Ⅲ
二
、
五
八

頁
）（24
）。

い
ず
れ
の
懇
請
に
も
ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
と
ジ
ョ
ア
ン
・
フ
ェ
ル

ナ
ン
デ
ス
は
ダ
ミ
ア
ン
が
平
戸
へ
行
く
の
は
司
祭
ト
ル
レ
ス
の
命
で
あ
る
と

回
答
し
て
納
得
さ
せ
た
と
い
う
が
、
改
宗
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
が
信
仰
の

師
と
し
て
、
ト
ル
レ
ス
の
派
遣
し
た
ジ
ョ
ア
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
よ
り
は

ダ
ミ
ア
ン
の
方
に
強
く
傾
倒
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

博
多
近
在
の
キ
リ
シ
タ
ン
領
主
や
博
多
の
キ
リ
シ
タ
ン
に
と
っ
て
ダ
ミ
ア

ン
は
単
に
イ
エ
ズ
ス
会
か
ら
た
ま
た
ま
派
遣
さ
れ
た
説
教
師
で
は
な
く
、
か

け
が
え
の
な
い
信
仰
の
師
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
彼
は
そ
の
謙
遜
に

よ
っ
て
諸
人
か
ら
た
い
そ
う
愛
さ
れ
て
お
り
、
年
齢
は
二
十
一
歳
く
ら
い

で
、
デ
ウ
ス
へ
の
奉
仕
の
た
め
、
己
が
同
国
人
の
中
で
な
す
べ
き
多
く
の
こ

と
を
自
ら
盛
ん
に
示
し
て
い
る
」（
同
書
翰
、ibid.f.274

v.
ibid.ff.108-108

v.

同
五
六
頁
）
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

臼
杵
の
修
練
院
に
い
た
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
は
新
た
に
修
道
士
に
な
り
、
故
郷

の
大
在
に
い
た
親
族
四
十
七
人
を
改
宗
さ
せ
た
。
そ
の
中
に
は
頑
固
な
「
異

教
徒
」
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
っ
た
自
分
の
息
子
や
孫
数
人
を
常
に
「
も
と

の
宗
教
に
戻
る
よ
う
努
め
、
彼
ら
に
出
来
る
限
り
の
妨
害
」
を
し
て
い
た
セ

バ
ス
チ
ャ
ン
の
祖
父
も
含
ま
れ
て
い
た
。
一
向
改
宗
し
よ
う
と
し
な
い
祖
父

に
対
し
「
今
あ
な
た
が
キ
リ
シ
タ
ン
に
な
ら
な
く
て
も
、
き
っ
と
そ
う
な
る

だ
ろ
う
と
デ
ウ
ス
に
お
い
て
希
望
を
持
っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
私
は
子

供
の
時
教
会
に
入
っ
て
か
ら
、
修
道
者
と
な
っ
た
今
ま
で
、
い
つ
も
あ
な
た

が
今
生
き
て
い
る
盲
目
の
状
態
を
悟
り
、
目
を
開
く
よ
う
我
ら
の
主
に
祈
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
今
後
も
私
は
、
あ
な
た
が
キ
リ
シ
タ
ン
に
な
る
の
を
こ

の
目
で
見
る
ま
で
、
祈
り
続
け
る
の
を
止
め
な
い
で
し
ょ
う
」
と
述
べ
た

（
一
五
八
五
年
八
月
二
〇
日
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
長
崎
発
書
翰
、（C

E
V

II

ff.135v.

『
報
告
集
』
Ⅲ
七
、
八
〜
九
頁
）。

こ
れ
に
対
し
て
祖
父
は
「
お
ま
え
は
、
い
つ
も
私
の
た
め
に
祈
っ
て
い
る

の
か
、
本
当
か
、
で
は
私
は
教
理
の
説
教
を
聴
く
こ
と
を
、
お
ま
え
に
約
束

し
よ
う
。
も
し
デ
ウ
ス
の
掟
が
よ
い
と
思
え
た
ら
、
私
は
キ
リ
シ
タ
ン
に
な

ろ
う
」
と
答
え
た
と
い
う
（
同
書
翰
、ibid.

同
九
頁
）。
こ
う
し
て
祖
父
は

臼
杵
に
出
向
き
受
洗
に
至
っ
た
と
い
う
が
、
こ
こ
か
ら
は
一
族
の
一
人
が
出

家
し
、
そ
の
祈
り
を
期
待
し
て
一
族
の
他
の
者
も
信
仰
に
至
る
と
い
う
、
伝

統
的
に
日
本
社
会
に
み
ら
れ
た
親
族
と
そ
の
出
家
し
た
メ
ン
バ
ー
と
の
関
係

が
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
に
お
い
て
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
家
族
の

つ
な
が
り
の
中
で
信
仰
が
維
持
さ
れ
て
お
り
、
出
家
者
の
信
仰
も
家
族
の
絆

を
背
景
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

以
上
に
み
ら
れ
る
信
仰
の
指
導
者
と
そ
の
信
徒
と
の
関
係
や
、
出
家
者
と

そ
の
家
族
と
の
関
係
は
い
ず
れ
も
中
世
か
ら
存
在
し
た
日
本
社
会
の
信
仰
を

め
ぐ
る
人
間
関
係
に
合
致
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
修
道
士
た
ち
の

活
動
も
ま
た
こ
れ
に
依
拠
し
規
定
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
「
彼
ら
の
息
子
や
兄
弟
が
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
る
と
、

彼
ら
は
同
国
人
と
の
や
り
取
り
の
仕
方
を
我
等
よ
り
も
ず
っ
と
よ
く
知
っ
て

お
り
、
通
常
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
見
か
け
が
よ
く
て
身
分
が
高
く
、
セ
ミ
ナ

リ
オ
で
既
に
述
べ
た
よ
う
に
指
導
し
て
ゆ
け
ば
、
疑
い
な
く
「
仏
僧
」
ら
が

し
た
の
と
同
じ
こ
と
を
す
る
で
あ
ろ
う
」（A

lvarez-T
aladriz,J.L

,
op.cit.

p.

184.

前
掲
『
日
本
巡
察
記
』
八
六
頁
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
上
記
の
ダ
ミ

ア
ン
、
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
の
二
人
も
「
同
国
人
と
の
や
り
取
り
の
仕
方
」
に
よ

り
「「
仏
僧
」
ら
が
し
た
の
と
同
じ
こ
と
」
を
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は

な
い
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
方
針
に
依
拠
し
た
も
の
だ
と
し
て

も
、
在
来
の
仏
教
信
仰
の
一
つ
の
型
に
も
合
致
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
内
に
日
本
人
修
道
士
は
ど
れ
く
ら
い
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
一
五
八
四
年
初
頭
に
司
祭
と
修
道
士
総
勢
八
〇
名
、
う
ち
修
道

士
五
〇
名
で
そ
の
う
ち
日
本
人
は
二
五
名
と
の
証
言
が
あ
る
（
一
五
八
四
年

一
月
六
日
ロ
レ
ン
ソ
・
メ
シ
ア
、
マ
カ
オ
発
書
翰
、C

E
V

II
f.126.

『
報
告

集
』
Ⅲ
六
、
二
九
二
頁
）。
一
五
八
八
年
、
即
ち
伴
天
連
追
放
令
の
翌
年
に

は
イ
エ
ズ
ス
会
員
一
一
三
名
、
司
祭
四
〇
名
、
修
道
士
七
三
名
で
こ
の
う
ち

日
本
人
は
四
七
名
と
い
う
（
一
五
八
八
年
二
月
二
〇
日
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス

一
五
八
七
年
度
日
本
年
報
、C

E
V

II
f.187v.

『
報
告
集
』
Ⅲ
七
、
一
五
九

頁
）。
人
数
の
み
か
ら
み
る
と
無
視
で
き
る
値
で
は
な
く
、
特
に
後
者
の
数

値
は
全
体
の
四
割
に
達
す
る
。
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
内
で
日
本
人
修
道
士
が
何

等
か
の
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
は
決
し
て
低
い
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
し

か
も
彼
ら
は
日
本
人
、
殊
に
「
異
教
徒
」
を
も
前
に
し
た
説
教
と
い
う
重
要

な
役
割
の
中
心
的
担
い
手
で
あ
る
の
だ
か
ら
な
お
さ
ら
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
状
況
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
司
祭
ら
に
警
戒
感
を
引
き
起
こ
す
こ
と

は
自
然
の
な
り
ゆ
き
と
も
い
え
よ
う
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ブ
ラ
ル
は
ヴ
ァ

リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
日
本
人
修
道
士
採
用
方
針
に
反
対
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

す
な
わ
ち
日
本
人
修
道
士
は
「
ラ
テ
ン
語
を
知
ら
ず
」
そ
の
説
教
は
上
司
の

「
パ
ー
ド
レ
た
ち
が
指
示
し
た
と
お
り
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
が
、
彼
ら
は
説

教
を
四
つ
覚
え
れ
ば
早
く
も
反
抗
心
を
起
こ
し
、
と
く
に
パ
ー
ド
レ
が
日
本

語
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
パ
ー
ド
レ
に
害
を
な
す
」（
一
五
九
六
年
一
二

月
一
〇
日
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ブ
ラ
ル
、
ゴ
ア
発
書
翰
、『
イ
エ
ズ
ス
会
と

日
本
』
一
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
、
一
七
八
頁
）
と
指
摘
す
る
。

そ
し
て
自
分
が
上
長
だ
っ
た
時
、
上
述
の
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
ト
ル
レ
ス
を

伴
っ
て
い
た
が
、
カ
ブ
ラ
ル
が
日
本
語
の
で
き
な
い
の
に
つ
け
こ
み
「
と
く

に
私
が
異
教
徒
た
ち
の
間
に
身
を
寄
せ
て
い
た
時
、
彼
は
そ
こ
で
威
張
っ
て

い
た
。
私
は
知
ら
ぬ
振
り
を
し
て
、
神
に
忍
耐
力
を
乞
う
よ
り
ほ
か
に
な
す

す
べ
が
な
か
っ
た
」
と
い
う
（
同
書
翰
、
同
一
七
八
頁
）。
さ
ら
に
上
述
の

ダ
ミ
ア
ン
に
つ
い
て
も
突
然
司
祭
ベ
ル
シ
ョ
ー
ル
・
デ
・
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
の

許
を
去
り
「
還
俗
し
て
、
一
人
の
異
教
徒
の
殿
に
仕
え
た
」
の
で
、
カ
ブ
ラ

ル
自
身
が
「
そ
こ
に
行
き
、
彼
に
働
き
か
け
て
教
会
に
連
れ
戻
し
た
」（
同

書
翰
、
同
一
七
九
頁
）
と
い
う
。

こ
う
し
た
従
順
な
ら
ざ
る
日
本
人
修
道
士
の
事
例
を
あ
げ
て
、
類
を
み
な

い
ほ
ど
傲
慢
・
貪
欲
・
無
節
操
、
か
つ
欺
瞞
に
み
ち
た
国
民
で
あ
る
日
本
人

が
「
エ
ウ
ロ
パ
人
よ
り
大
勢
に
な
ろ
う
も
の
な
ら
、
彼
ら
だ
け
で
結
束
す
る

か
も
し
れ
な
い
。
彼
ら
は
、
上
に
述
べ
た
よ
う
な
性
格
・
資
質
を
持
っ
て
い

る
の
で
、
深
刻
な
分
離
や
分
裂
が
生
じ
た
り
、
あ
る
い
は
わ
れ
わ
れ
が
追
放

さ
れ
て
、
彼
ら
自
身
が
支
配
者
と
な
っ
た
り
す
る
危
険
が
非
常
に
大
き
い
。

と
い
う
の
は
、
彼
ら
に
は
、
も
し
も
そ
れ
を
望
む
な
ら
、
為
し
う
る
だ
け
の
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天
性
と
、
そ
の
た
め
の
手
段
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
現

地
人
で
あ
る
の
に
対
し
、
わ
れ
わ
れ
は
外
国
人
で
あ
っ
て
、
彼
ら
に
は
親
戚

や
友
が
大
勢
い
る
の
に
反
し
、
わ
れ
わ
れ
に
は
親
戚
も
友
人
も
い
な
い
。
利

害
か
ら
友
人
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
」（
同
書
翰
、
同
一
七
四

〜
一
七
七
頁
）
と
危
惧
を
表
明
し
て
い
る
。

カ
ブ
ラ
ル
の
見
解
が
妥
当
で
あ
る
か
否
か
は
十
分
な
検
証
が
必
要
で
あ

り
、
卒
爾
に
判
断
は
で
き
な
い
。
し
か
し
日
本
人
修
道
士
が
そ
の
重
要
な
役

割
の
た
め
に
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
内
部
で
少
な
か
ら
ぬ
影
響
力
を
も
ち
、
ま
た

必
ず
し
も
イ
エ
ズ
ス
会
第
一
で
は
な
く
、
宣
教
師
の
指
示
に
従
い
つ
つ
も
、

自
ら
の
信
仰
と
家
族
及
び
弟
子
た
ち
と
の
人
間
関
係
に
も
基
づ
き
説
教
活
動

を
し
て
い
た
、
と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

日
本
人
の
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
―
む
す
び
に
か
え
て

一
六
一
八
年
、
江
戸
幕
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
の
後
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣

教
方
針
も
消
極
的
と
な
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
が
退
潮
に
向
か
っ
て
い
た
頃
、
司

祭
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ル
セ
ナ
は
日
本
の
キ
リ
シ
タ
ン
宗
団
は
「
日
本
人
の

創
っ
た
」
も
の
だ
と
述
べ
た
。
日
本
人
を
イ
エ
ズ
ス
会
に
、
同
宿
を
セ
ミ
ナ

リ
オ
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
「
土
地
出
身
者
な
し
」
の
状
況
で
は
「
こ
の
異

教
世
界
に
お
い
て
改
宗
事
業
も
キ
リ
シ
タ
ン
宗
団
の
存
在
も
不
可
能
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
〔（
一
語
不
明
）〕
の
中
に
い
な
い
者
は
、
日
本
に
つ
い
て

何
も
知
ら
な
い
。
何
故
な
ら
、
形
成
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
宗
団
全
体
（toda

a
christandade

que
esta

feita

）
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
創
っ
た
の
で
は
な

く
、
土
地
出
身
の
日
本
人
が
創
っ
た
か
ら
で
あ
る
」（
一
六
一
八
年
四
月
一

八
日
マ
カ
オ
発
書
翰
、Jap.Sin.17

f.141v.

）。

こ
の
聊
か
極
端
な
断
言
は
し
か
し
、
本
稿
で
述
べ
て
来
た
日
本
人
修
道
士

ら
の
活
動
を
考
え
る
時
、
一
概
に
否
定
で
き
な
い
も
の
を
も
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
日
本
で
受
容
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
は
仏
教
色
に
色
濃
く
染

め
ら
れ
た
日
本
文
化
の
中
で
育
っ
た
日
本
人
の
自
律
的
、
主
体
的
受
容
な
く

し
て
発
展
し
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
。
何
等
か
の
地
域
的

特
色
は
当
然
想
定
さ
れ
よ
う（
25
）。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
宣
教
師
も
、
彼
ら
に
出
来
る
の
は
「
ミ
サ
を
立
て
キ
リ
シ

タ
ン
を
告
解
」
す
る
こ
と
、
そ
し
て
「
説
教
を
な
す
べ
き
土
地
出
身
者
を
導

き
、
舵
手
と
し
て
彼
ら
に
仕
え
る
」
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
日
本
人
達
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
語
と
そ
の
文
化
の
素
養
も
な
く
、
教
義
的
造
詣
も
カ
テ
キ
ズ
モ
の
暗

誦
以
上
に
出
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
司
祭
が
な
し
え
な
か
っ
た
」
仕

事
を
達
成
し
た
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た（
26
）。

少
な
く
と
も
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
布
教
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
が
日
本

に
浸
透
し
た
一
要
因
と
し
て
、
日
本
人
修
道
士
に
よ
る
、
日
本
仏
教
の
素
養

に
裏
付
け
ら
れ
た
、
従
っ
て
幾
分
か
は
日
本
的
色
彩
を
帯
び
た
説
教
を
あ
げ

る
こ
と
は
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
宣
教
師
た
ち
の
残
し
た
報
告

書
を
み
る
と
こ
の
様
相
は
、
入
会
し
た
修
道
士
の
み
な
ら
ず
キ
リ
シ
タ
ン
全

体
に
も
あ
て
は
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
日
本
の
伝
統
的

唱
道
者
の
風
貌
を
具
え
た
信
仰
指
導
者
た
ち
に
従
い
、
仏
教
文
化
の
中
で
培

わ
れ
た
信
仰
習
俗
、
心
性
、
言
説
及
び
人
間
関
係
に
な
じ
み
つ
つ
信
仰
集
団

を
形
成
し
て
い
た
か
の
如
く
で
あ
る（
27
）。

こ
の
よ
う
に
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
場
合
、
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ル
セ

ナ
の
い
う
「
日
本
人
の
創
っ
た
」
キ
リ
シ
タ
ン
宗
団
を
単
に
異
国
文
化
受
容

と
い
う
一
面
か
ら
の
み
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
日
本
人
の
仏
教
者
な
い
し
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元
仏
教
者
の
、
異
国
か
ら
の
宣
教
師
の
布
教
に
触
発
さ
れ
た
主
体
的
な
運
動

の
一
面
を
も
有
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
「
キ
リ
シ

タ
ン
」
信
仰
は
、
日
本
人
の
信
仰
の
歴
史
に
簡
単
に
は
消
す
こ
と
の
で
き
な

い
刻
印
を
残
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
側
面
の
考
察
は
、

七
〇
年
ほ
ど
で
三
七
万
人
に
上
る
信
者
を
獲
得
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
の
内

実
、
ま
た
過
酷
な
禁
圧
に
耐
え
て
存
続
し
た
「
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」
信
仰

の
内
実
を
問
う
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
最
後
に
述
べ
て
、
蕪
雑
に
堕

し
た
本
稿
を
閉
じ
た
い
。

註（
1
）
五
野
井
隆
史
「
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
看
坊
に
つ
い
て
」（『
徳
川
初
期
キ
リ
シ
タ

ン
史
研
究
・
補
訂
版
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
、
初
出
一
九
七
九
年
）
同

「
禁
制
下
の
イ
エ
ズ
ス
会
と
日
本
人
宣
教
者
」（
同
前
著
書
）。
高
瀬
弘
一
郎

「
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
管
区
」（『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
文
化
と
諸
相
』
八
木
書

店
、
二
〇
〇
一
年
、
初
出
一
九
九
三
年
）。

（
2
）
柳
田
利
夫
「
キ
リ
シ
タ
ン
教
会
内
の
非
会
員
日
本
人
一
、
そ
の
役
割
と
性
格
に

つ
い
て
」『
史
学
』
四
八
（
四
）、
同
「
キ
リ
シ
タ
ン
教
会
内
の
非
会
員
日
本
人

二
、
教
会
組
織
の
構
成
と
問
題
及
び
教
会
と
日
本
人
の
関
係
に
つ
い
て
」『
史

学
』
四
九
（
一
）、
共
に
一
九
七
八
年
、
森
脇
優
紀
「
一
六
世
紀
末
、
イ
エ
ズ

ス
会
士
が
抱
え
た
職
制
上
の
ジ
レ
ン
マ
―
『
ド
ウ
ジ
ュ
ク
の
た
め
の
規
則
』
を

事
例
と
し
て
」（『
紀
尾
井
史
学
』
二
六
、
二
〇
〇
七
年
）、
岡
美
穂
子
「
僧
形

の
宣
教
者
―
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
の
同
宿
と
「
適
応
」
の
限
界
」（
齋
藤
晃
編

『
宣
教
と
適
応
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年
）。
な
お
「
同
宿
」
に
つ

い
て
の
研
究
の
詳
細
は
岡
論
文
序
文
を
参
照
の
こ
と
。

（
3
）
五
野
井
前
掲
「
禁
制
下
の
イ
エ
ズ
ス
会
と
日
本
人
宣
教
者
」（
注
（
1
）
に
同

じ
）。

（
4
）
高
瀬
弘
一
郎
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
コ
レ
ジ
オ
』
八
木
書
店
、
二
〇
一
七
年
。

（
5
）
岡
前
掲
論
文
（
注
（
2
）
に
同
じ
）。
同
「
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
来
と
日
本
社

会
」（
佐
藤
文
子
・
上
島
享
編
『
宗
教
の
受
容
と
源
流
』〈
日
本
宗
教
史
四
〉
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
二
〇
年
。

（
6
）
高
瀬
前
掲
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
コ
レ
ジ
オ
』（
注
（
4
）
に
同
じ
）
一
五

頁
。
な
お
同
書
第
一
章
三
の
注
一
〇
（
二
七
頁
）
も
参
照
の
こ
と
。

（
7
）
本
史
料
の
訳
出
に
あ
た
り
、
岡
美
穂
子
氏
に
御
教
示
を
賜
っ
た
。
文
責
が
筆
者

に
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
特
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
8
）
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
『
日
本
史
』、
中
央
公
論
社
、
第
七
―
―
以
下
松
田

・
川
崎
訳
書
第
七
の
如
く
略
記
―
―
で
は
「
ほ
ど
ほ
ど
に
話
せ
る
」（
一
四
五

頁
）
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）
高
瀬
前
掲
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
コ
レ
ジ
オ
』（
注
（
4
）
に
同
じ
）
七
四
二

頁
。

（
10
）
高
瀬
前
掲
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
コ
レ
ジ
オ
』（
注
（
4
）
に
同
じ
）
二
七
四

頁
。
ま
た
五
野
井
隆
史
『
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
史
の
研
究
』
第
一
部
第
三
章
、
第

二
部
第
一
章
等
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
な
お
松
田
・
川
崎
訳
書
第
一
、
第
一
章

注
五
七
（
一
二
〇
頁
）
に
そ
の
生
涯
の
簡
潔
な
記
述
が
あ
る
。『
日
本
史
』
第

三
部
第
一
一
章
（W

icki,
V

,
pp.265-267.

松
田
・
川
崎
訳
書
第
一
二
、
四
六

〜
四
九
頁
）
に
そ
の
生
涯
と
逝
去
が
記
さ
れ
、
同
第
一
部
第
七
九
章
（W

icki,

II,pp.211-213.

同
上
第
四
、
九
六
〜
一
〇
〇
頁
）
に
そ
の
人
と
な
り
と
活
動

が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）
同
じ
出
来
事
を
記
し
た
一
五
六
五
年
一
〇
月
二
二
日
ベ
ル
シ
ョ
ー
ル
・
デ
・

フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
書
翰
で
は
「
ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
修
道
士
が
ロ
レ
ン
ソ

と
称
す
る
日
本
人
修
道
士
を
伴
っ
て
彼
﹇
大
村
純
忠
﹈
の
も
と
に
行
っ
た
」

（C
E

V
I

f.204.

『
報
告
集
』
Ⅲ
三
、
六
六
頁
）
と
記
し
て
い
る
。

（
12
）
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
日
本
の
「
仏
僧
」
に
対
す
る
織
田
信
長
の
見
解
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は
、
ロ
ウ
レ
ン
ソ
を
介
し
て
フ
ロ
イ
ス
に
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
を
考
慮
す
べ
き

か
も
し
れ
な
い
。

（
13
）
同
じ
記
事
は
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
著
『
日
本
史
』
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
（
第

二
部
第
二
六
章
、W

icki,III,p.203.

松
田
・
川
崎
訳
書
第
五
、
三
〇
頁
）。

（
14
）
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
ト
ル
レ
ス
に
つ
い
て
は
、
ル
イ
ス
・
デ
・
メ
デ
ィ
ナ
「
イ
エ

ズ
ス
会
士
ホ
ア
ン
・
デ
・
ト
ー
レ
ス
―
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
・
日
本
人
宣
教
師
通

訳
」（『
イ
エ
ズ
ス
会
士
と
キ
リ
シ
タ
ン
布
教
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
三
年
、
初

出
一
九
八
四
年
が
生
涯
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
最
近
で
は
岡
前
掲
論
文
（
注

（
2
）
に
同
じ
）
が
日
本
人
イ
エ
ズ
ス
会
員
の
一
人
と
し
て
論
じ
て
い
る
。

（
15
）『
日
本
史
』
第
一
部
第
一
一
三
章
に
「
臼
杵
に
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ブ
ラ

ル
、
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
〔
両
〕
司
祭
、
な
ら
び
に
修
道
士
ジ
ョ
ア
ン
・
デ

・
ト
ル
レ
ス
が
お
り
、
こ
の
〔
シ
モ
ン
〕
事
件
は
、
そ
れ
ら
三
名
全
員
に
、
最

後
ま
で
係
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
」（W

icki,II,p.486.

松
田
・
川
崎
訳

書
第
七
、
九
六
〜
九
七
頁
）
と
あ
り
、
こ
の
ジ
ョ
ア
ン
は
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
ト

ル
レ
ス
と
知
ら
れ
る
。

（
16
）
本
書
翰
の
最
後
に
「
こ
れ
が
本
年
一
五
八
五
年
の
一
月
か
ら
七
月
末
ま
で
に
豊

後
で
生
じ
た
こ
と
で
あ
る
」
と
あ
り
、
上
記
の
出
来
事
の
大
体
の
年
次
が
推
測

さ
れ
る
。

（
17
）
鳥
飼
玖
美
子
『
話
す
た
め
の
英
語
力
』
講
談
社
〈
現
代
新
書
〉、
二
〇
一
七

年
、
二
一
〜
二
三
頁
。

（
18
）『
日
本
史
』
第
一
部
第
六
九
章
で
は
こ
の
修
道
士
が
ロ
ウ
レ
ン
ソ
で
あ
る
と
記

す
（W

icki,II.p.127.

松
田
・
川
崎
訳
書
第
九
、
二
二
九
〜
二
三
〇
頁
）。

（
19
）
村
上
直
次
郎
訳
・
渡
邊
世
祐
註
『
耶
蘇
会
士
日
本
通
信
』
上
巻
、
二
〇
五
頁
注

に
「
妖
巫
の
類
に
鳩
の
飼
と
称
す
る
も
の
あ
り
、
鳩
が
八
幡
宮
の
神
使
な
り
と

云
ふ
に
因
み
飼
料
を
貪
る
の
意
味
よ
り
出
で
た
り
と
解
せ
ら
る
。
伊
勢
貞
丈
は

之
を
法
度
の
害
の
義
な
り
と
し
、
不
正
な
る
事
を
な
し
人
を
誑
す
者
を
云
ふ
と

貞
丈
雑
記
に
説
け
り
、
さ
れ
ば
浮
世
物
語
に
も
「
京
に
も
田
舎
に
も
鳩
の
か
ひ

と
云
ふ
者
あ
り
て
、
萬
の
こ
と
の
間
を
合
せ
、
さ
な
が
ら
其
の
根
に
入
り
た
る

こ
と
は
一
も
な
け
れ
ど
も
、
又
知
ら
ぬ
こ
と
も
な
し
」
と
説
け
り
」（
雄
松
堂

書
店
、
一
九
七
〇
年
改
訂
復
刻
版
第
二
刷
、
初
版
一
九
二
八
年
）
と
あ
る
。

（
20
）
ガ
ス
パ
ル
・
ヴ
ィ
レ
ラ
が
都
で
布
教
を
開
始
し
た
当
初
に
「
鳩
の
飼
い
」
の
者

が
「
日
本
語
が
わ
か
ら
な
い
ふ
り
を
し
て
い
る
の
だ
」
と
噂
さ
れ
た
と
い
う

（
一
五
六
五
年
一
月
二
〇
日
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
都
発
書
翰
、Jap.Sin.5

f.200

v.,
C

E
V

I
f.174v.

『
報
告
集
』
Ⅲ
二
、
三
一
〇
頁
）。
ヴ
ィ
レ
ラ
も
「
鳩
の
飼

い
」
の
者
と
み
ら
れ
た
の
だ
が
、
こ
の
場
合
は
「
日
本
語
が
わ
か
ら
な
い
ふ
り

を
し
て
い
る
」
と
い
う
点
か
ら
で
あ
り
、
ロ
ウ
レ
ン
ソ
の
よ
う
に
伝
統
的
唱
道

者
と
み
ら
れ
た
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
21
）
ヴ
ィ
セ
ン
テ
と
う
い
ん
に
つ
い
て
は
松
田
・
川
崎
訳
書
第
一
第
一
章
注
一
六
に

経
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
（
一
一
三
〜
一
一
四
頁
）。
ま
た
『
日
本
史
』
第
一
部

第
二
六
章
（W

icki,I,pp.172-173,

松
田
・
川
崎
訳
書
第
三
、
九
六
〜
九
七

頁
）
に
経
歴
の
記
述
が
あ
る
。

（
22
）
こ
の
部
分f.293

v.

で
はfarza

（farsa

茶
番
）、f.297

v.

で
はfuerza

（
不
可

避
）
と
な
っ
て
お
り
、
後
者
で
訳
出
し
た
。
な
お
訳
出
に
あ
た
り
岡
美
穂
子
氏

の
御
教
示
を
得
た
。
文
責
が
筆
者
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
特
記
し
て

謝
意
を
表
し
た
い
。

（
23
）
高
瀬
前
掲
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
コ
レ
ジ
オ
』
二
七
四
〜
二
七
五
頁
。
松
田
・

川
崎
訳
書
第
三
・
第
三
章
注
五
（
四
六
頁
）
に
、
ま
た
同
第
一
〇
・
第
三
六
章

注
一
六
（
一
三
一
〜
一
三
二
頁
）
に
経
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
24
）
こ
の
経
緯
は
『
日
本
史
』
第
一
部
第
四
〇
章
（W

icki,I,pp,272-273.

松
田
・

川
崎
訳
書
第
六
、
二
九
六
〜
二
九
八
頁
）
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

（
25
）
た
だ
し
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
「
キ
リ
シ
タ
ン
」
信
仰
が
十
六
世
紀
の
日
本
独
特

の
現
象
と
判
断
で
き
る
か
ど
う
か
の
検
討
は
必
要
で
あ
ろ
う
。
世
界
各
地
の
カ

ト
リ
ッ
ク
信
者
が
、
地
域
的
特
色
を
無
視
し
う
る
ほ
ど
統
一
さ
れ
て
い
た
と
想

定
す
る
こ
と
は
困
難
だ
ろ
う
し
、
言
語
の
障
害
が
よ
り
少
な
い
と
思
わ
れ
る
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
に
あ
っ
て
も
同
様
の
問
題
が
あ
る
と
想
定
す
る
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
26
）
戦
後
ま
も
な
く
刊
行
さ
れ
た
Ｃ
・
Ｒ
・
ボ
ク
サ
ー
『
キ
リ
シ
タ
ン
世
紀
の
日

本
』（C

harles
R

alph
B

oxer,
T

he
C

hristian
C

entury
in

Japan
1549-1650,

U
niversity

of
C

alifornia
Press,

B
erkeley,

(1951),
second

printing,
cor-

rected,
1967

）
で
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
手
に
な
っ
た
日
本
史
は
全
部
、
イ
エ

ズ
ス
会
の
布
教
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
西
洋
人
パ
ー
ド
レ
の
活
動
で
あ
っ
た
と
決

め
て
か
か
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
一
五
八
〇
〜
一
六
一
四
年
を
通
し

て
イ
エ
ズ
ス
会
士
自
身
の
通
信
を
熟
読
す
れ
ば
、
日
々
の
苦
し
い
仕
事
を
責
任

を
も
っ
て
果
た
し
た
の
は
、
全
く
現
地
人
の
イ
ル
マ
ン
や
同
宿
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
、
充
分
明
ら
か
に
な
る
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
も
…
…
仏
教
諸
宗
派
は

[

に
ヵ]

対
す
る
す
べ
て
の
政
治
的
な
文
献
を
編
纂
し
た
の
は
、
日
本
人
イ
ル
マ

ン
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
最
も
流
暢
な
日
本
語
を
操
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
で

さ
え
、
日
本
人
同
僚
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
説
教
は
無
様
で
舌
足
ら
ず
な
も
の

で
あ
っ
た
。
大
路
小
路
に
入
っ
て
説
教
を
し
、
問
答
式
に
教
理
を
教
え
た
の

は
、
イ
ル
マ
ン
や
同
宿
で
あ
っ
た
。
仏
僧
と
神
学
上
の
論
争
を
続
け
た
の
も
彼

ら
で
あ
り
、
仏
教
経
典
を
調
べ
て
、
仏
僧bonzes

自
身
の
議
論
を
論
破
す
る

た
め
、
原
典
を
探
し
出
し
た
の
も
彼
等
で
あ
っ
た
。
…
…
如
上
の
事
実
は
す
べ

て
、
現
地
人
イ
エ
ズ
ス
会
士
こ
そ
日
本
に
お
い
て
頼
み
の
綱
で
あ
る
、
と
い
う

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
以
前
の
主
張
が
正
し
か
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ

る
」（
高
瀬
弘
一
郎
訳
『
キ
リ
シ
タ
ン
世
紀
の
日
本
』
八
木
書
店
、
二
〇
二
一

年
、
二
五
九
〜
二
六
〇
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
27
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
日
本
人
キ
リ
シ
タ
ン
の
布
教
活
動
」『
白
山
史
学
』

五
八
、
二
〇
二
二
年
参
照
。

＊

人
間
科
学
総
合
研
究
所
客
員
研
究
員
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【Abstract】

Crucial roles played by Japanese Jesuit brothers in the missionary

work of the Society of Jesus in Japan in the 16th century

Chisato KANDA＊

This article throws some light on the activities of Japanese Jesuit brothers. It was mainly native Japanese Jesuit brothers that

performed sermons to fellow Japanese people, including those to pagan, believers in Buddhism, and even Buddhist priests,

with the advantage in their Japanese language proficiency, which was considered too hard for the missionaries from Europe to

achieve, even with long period of study. They also played important roles in disputes with “bonzos”, Buddhist priests, apply-

ing what they had learnt about the doctrinal content of Buddhism, thus were considered indispensable in Christian missionary

work during the 16th century. On the other hand, their doctrinal accomplishment in the field of Christian thought was, in gen-

eral very poor. Moreover, their activities in their missionary work were seldom guided by their superiors, and sometimes this

caused more than a little discordance within the Society.

Key words : Society of Jesus, Japanese Jesuit brothers, Japanese language proficiency, disputes with “bonzos”, discordance.

イエズス会の修道士として布教していた日本人の活動について解明するのが本稿の目的であり、以下の点を述
べた。日本人修道士たちは、異教徒や仏教の僧侶をも対象とした民衆へのイエズス会による説教を主として担当
していた。当時ヨーロッパ人宣教師たちの間では、長期にわたり学習しても日本人なみに説教できるようになる
のは困難とみなされていた日本語力において優れていたためである。布教活動にともなう「仏僧」との論争にお
いても、身につけていた仏教教学の素養を活かして重要な役割を果し、そのために布教活動にとって不可欠の存
在と見做されていた。しかし一方キリスト教の教義については概して著しく不十分であり、その布教活動が上長
の指示に沿わない場合も多く、イエズス会の中で少なからぬ摩擦を生じることとなった。
キーワード：イエズス会、日本人修道士、日本語力、「仏僧」との論争、摩擦
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